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映像信号変換装置 （レコー ダ装置 ） 1 は、入 力ス トリーム を処理 して記録 用 ス トリーム に変換す る際
の変換 モー ドを、入 力ス トリー ム を 2 次 元 の記 録 用 ス トリー ム に変換 す る 2 次 元 モー ドと、入 力ス ト
リー ム を 3 次 元の記 録 用 ス トリ一 ム に変換 す る 3 次 元 モ一 ドと、の いずれ か に設 定す る制 御 部 2 0 4
と、 2 次 元 モ一 ドと 3 次 元 モ一 ドの それ ぞれ に おいて映像 信 号 を変換処 理 す る際 に使 用可能 な 、記 録
レー トを特 定す る少 な くとも一つの記録 モー ドを設定す る制御部 2 0 4 と、設 定 され た変換 モー ド及 び
設定 され た記録 モー ドに基 づ いて映像信号 を処理 して記録 用映像 信号 に変換 す る信号処理部 1 0 4 と、
を備 え、制御部 2 0 4 は、 2 次元 モ一 ドを設定 してい る時 に設 定 で きる記録 モ一 ドの組み合わせ と 3 次
元モー ドを設定 して い る時 に設定 で きる記録 モー ドの組み合わせ とが異 な るよ うに記録 モー ドを設 定す
る。



明 細 書

発明の名称 ：映像信号変換装置、映像信号変換方法

技術分野

[0001 ] 本発明は、入力ス トリームを 3 D 映像 または、 2 D 映像 に変換 して光デ ィ

スク、磁気デ ィスクあるいはフラッシュメモ リ等の記憶 メデ ィァ上に記録す

る映像信号変換装置、映像信号変換方法に関する。

背景技術

[0002] 従来、 3 D 映像 を符号化する方式 と して、様 々な方式が提案されている。

ここで、 3 D 映像 とは、第 1 視点の映像信号 （以下、第 1 視点映像信号 と称

す） と、当該第 1 視点 とは異なる第 2 視点の映像信号 （以下、第 2 視点映像

信号 と称す）で構成 された映像信号により生成 される映像である。第 1 視点

映像信号 と第 2 視点映像信号は、いずれか一方が右 目用の映像信号で、 もう

—方が左 目用の映像信号である。 また、第 1 視点の映像信号のみで構成 され

た映像信号を 2 D 映像 と称す。

[0003] 3 D 映像 を符号化する方式 と して、例えば、第 1 視点映像信号について、

2 D 映像 と同様の方式で符号化 し、第 2 視点映像信号について、同時刻の第

視点映像信号の ピクチャを参照 ピクチャと して動 き補償 を行 う方式が提案

されている （以下、視差補償方式 と称す）。 この方式は、 2 D 映像 を符号化

した場合 と比べて、第 1 視点映像信号 と第 2 視点映像信号の解像度 を下げる

ことな く符号化できるというメ リッ 卜がある。

[0004] また、 3 D 映像 を符号化する方式のその他の例 と しては、第 1 視点映像信

号 と第 2 視点映像信号をそれぞれ水平方向に 1 / 2 に縮小 し、縮小 した映像

信号を左右に並べ、 2 D 映像 と同様の方式で符号化する方式が提案されてい

る。 この場合、符号化ス トリームのヘ ッダ情報 に 3 D 映像であるということ

を示す情報 を追加することにより、 2 D 映像の符号化ス トリームと、 3 D 映

像の符号化ス 卜リ一厶を判別する。

[0005] 従来の特許文献 1 には、手前の画像 （視差大）の量子化値 を小さ くし、奥



の方の画像 （視差小）の量子化値を大きくするように各量子化値を計算する

符号化装置が記載されている。

先行技術文献

特許文献

[0006] 特許文献1 ：特開平 6 _ 3 3 3 4 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0007] 映像を量子化すると、量子化値 （例えば記録 レー ト）に応 じてプロックノ

ィズゃモスキ一 卜ノイズなどの符号化歪みが発生する。また、 3 D映像を量

子化 した場合には、プロックノィズゃモスキー 卜ノィズなどの符号化歪みの

現れ方が左右の映像で異なってくる。左右の目で知覚する映像に大きな差異

があると、ュ一ザは映像を視聴 した際 3 D映像として認識 し辛 くなる。

[0008] 本発明はかかる課題を解決するためになされたものであり、映像形式の如

何によらず、ユーザが良好に認識できる映像を提示可能な映像信号変換装置

を提供することを目的とする。

課題を解決するための手段

[0009] 本発明の映像信号変換装置は、映像信号を処理 して記録用映像信号に変換

する際の変換モー ドを、前記映像信号を2 次元の記録用映像信号に変換する

2 次元モー ドと、前記映像信号を3 次元の記録用映像信号に変換する3 次元

モー ドと、のいずれかに設定する変換モー ド設定部と、前記 2 次元モー ドと

前記 3 次元モー ドのそれぞれにおいて前記映像信号を変換処理する際に使用

可能な、記録 レ一 卜を特定する少なくとも一つの記録モ一 ドを設定する記録

モ一 ド設定部と、設定された変換モ一 ド及び設定された記録モ一 ドに基づい

て前記映像信号を処理 して記録用映像信号に変換する変換部と、を備え、前

記記録モ一 ド設定部は、前記変換モ一 ド設定部が 2 次元モ一 ドを設定 してい

る時に設定できる記録モ一 ドの組み合わせと前記変換モ一 ド設定部が 3 次元

モ一 ドを設定 している時に設定できる記録モ一 ドの組み合わせとが異なるよ



うに記録 モ一 ドを設定す る。

[001 0] この よ うにすれ ば、 映像信号変換装置 は、 3 次元 モー ドに設定 している と

きと、 2 次元 モー ドに設定 している ときとで、 ユーザ に対 して、組み合わせ

の異 な る記録 モー ドを提示 で きる。 これ によ り、 映像信号 の変換動作 を設定

す る際、 2 D 映像 と、 3 D 映像 とのそれ ぞれの映像特性 に合 った記録 モー ド

を設定可能 にす る ことが出来 る。 3 D 映像 においては、 2 D 映像 と比較 して

、 ユーザが映像 を視認 す る際 に、 プロックノィズゃ モ ス キ一 卜ノィズな どの

符号化歪みが画質 に対 して よ り悪 い影響 を及 ぼす。 3 D 映像 の記録 時 と 2 D

映像 の記録 時 において利用で きる記録 モ一 ドを異 な らせ る ことで、 2 D 映像

の記録 時 には、 多様 な記録 モー ドの利用 を可能 と しつつ、 3 D 映像 の記録 時

には、 プロックノイズ等 が発生 し易 い低記録 レ一 卜の記録 モ一 ドの利用 を禁

止す る ことがで きる。 これ によ り、 2 D 映像 の記録 時のユーザの利便性 を保

持 しつつ、画質の悪 い 3 D 映像 の記録 を防止す る ことが可能 とな る。 したが

つて、 映像形 式の如何 によ らず、 ュ 一 ザが良好 に視認 で きる映像 を提示可能

な映像信号変換装置 を提供 す る ことがで きる。

[001 1] また、 好 ま しくは、前記記録 モ ー ド設定部 は、前記 3 次元 モ ー ドに おいて

、前記 2 次元 モ 一 ドで設定で きる記録 モ 一 ドの うち、 少な くとも記録 レ一 卜

が最 も低 い記録 モー ドの設定 を禁止す る。

[001 2] この よ うにすれ ば、 3 次元 モー ドが設定 されている場合、 ユーザ は、 2 次

元 モ一 ドで選択可能 な記録 モ一 ドの うち、 少な くとも記録 レ一 卜が最 も低 い

記録 モー ドを選択 す る ことがで きない。 これ によ り、 ユーザが映像 を視認 す

る際 における、 プロックノイズや モ ス キ一 卜ノィズな どの符号化歪み による

影響 を確実 に少な くす る ことがで きる。 したが って、 ユーザが 3 次元 モー ド

でいずれの選択可能 な記録 モー ドを設定 した場合 であ って も、記録 用映像信

号 の最低画質 を保証 で きる。

[001 3] また、 好 ま しくは、前 回前記記録 モー ド設定部 が設定 した記録 モー ドを示

す情報 を記憶 す る記憶部 をさ らに備 え、前記記録 モー ド設定部 は、 少な くと

も前記記憶部 で記憶 されている情報 に基 づいて前記変換部 が変換処理 す る際



の記録 モ ー ドを設定 しょうとする動作 モ ー ドを、有 し、前記動作 モ ー ドに お

いて、前記記憶部 で記憶 されている情報 が示す記録 モー ドが、前記変換 モー

ド設定部 が設定 している 2 次元 モ一 ドまたは 3 次元 モ一 ドにおいて設定で き

ない記録 モ一 ドである場合、前記記憶部 で記憶 されている情報 が示す記録 モ

- ドに替 えて他 の記録 モ一 ドを設定する。

[0014] この ようにすれば、前 回に設定 した記憶 モー ドを記憶 することがで きる。

そ して、記録 した記録 モ一 ドを用いて記録 モ一 ドを設定することがで きる。

さ らに、前 回の記録 モ一 ドが現在設定 している 2 次元 モ一 ドまたは 3 次元 モ

- ドにおいて設定で きない場合でも、前 回の記録 モ一 ドに替 えて他 の記録 モ

— ドを設定することがで きる。 これ によ り、 ユーザの操作性 を向上 させ るこ

とが出来 る。

[001 5] また、好 ま しくは、前記記録 モ一 ド設定部 は、前記他 の記録 モ一 ドと して

、前記変換 モ一 ド設定部 が設定 している 2 次元 モ一 ドまたは 3 次元 モ一 ドに

おいて設定で きる記録 モ一 ドの うちいずれかの記録 モ一 ドを設定する。

[001 6] この ようにすれば、映像信号変換装置 は、 2 次元 モー ドまたは 3 次元 モー

ドを設定 した際、現在設定 している 2 次元 モー ドまたは 3 次元 モ一 ドで設定

で きる記録 モー ドを自動的に設定で きる。 これ によ り、 ユーザは、常 に現在

のモー ドで設定で きる記録 モ一 ドか ら操作 を開始 または設定することがで き

る。

[001 7] また、好 ま しくは、前記記録 モ一 ド設定部 は、前記他 の記録 モ一 ドと して

、前記変換 モ一 ド設定部 が設定 している 2 次元 モ一 ドまたは 3 次元 モ一 ドに

おいて設定で きる記録 モ 一 ドの うち記録 レ一 卜が最 も低 い記録 モ 一 ドを設定

する。

[001 8] この ようにすれば、 2 次元 モー ドまたは 3 次元 モー ドを設定 した際、設定

した 2 次元 モ一 ドまたは 3 次元 モ一 ドにおいて設定で きる記録 モ一 ドの うち

記録 レ一 卜が最 も低 い記録 モー ドを自動的に設定で きる。 これ によ り、 ュ一

ザは常 に設定 した 2 次元 モ一 ドまたは 3 次元 モ一 ドで設定で きる記録 モ一 ド

の うち記録 レー 卜が最 も低 い記録 モー ドか ら操作 を開始 または設定すること



ができる。

[001 9] また、好ま しくは、前記記録モ一 ド設定部は、前記他の記録モ一 ドと して

、前記変換モ一 ド設定部が設定 している 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドに

おいて設定できる記録 モ一 ドのうち記録 レ一 卜が最も高い記録 モ一 ドを設定

する。

[0020] このようにすれば、 2 次元モー ドまたは 3 次元モー ドを設定 した際、設定

した 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて設定できる記録モ一 ドのうち

記録 レ一 卜が最も高い記録 モー ドを自動的に設定できる。 これにより、ュ 一

ザは常に設定 した 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドで設定できる記録モ一 ド

のうち記録 レ一 卜が最も高い記録 モ一 ドか ら操作を開始 または設定すること

ができる。

[0021 ] また、好ま しくは、 2 次元モー ドにおいて前回前記記録モー ド設定部が設

定 した記録モ一 ドを示す情報 と、 3 次元モ一 ドにおいて前回前記記録モ一 ド

設定部が設定 した記録モー ドを示す情報 と、 を記憶する記憶部 をさらに備え

る。

[0022] このようにすれば、 2 次元モー ドおよび 3 次元モー ドにおいて前回に設定

した記録モー ドを示す情報 を記憶することができる。 これにより、 2 次元モ

- ドにおける リジュ一厶機能 と3 次元モ一 ドにおける リジュ一厶機能を独立

に実現できる。

[0023] また、好ま しくは、前記記録モー ド設定部は、少な くとも前記記憶部で記

憶 されている情報 に基づいて前記変換部が変換処理する際の記録モー ドを設

定 しょうとする動作モ一 ドを有する。

[0024] このようにすれば、前回に設定 した記録モー ドを現在の 2 次元モー ドおよ

び 3 次元モー ドにおいて設定することができる。 これにより、 2 次元モー ド

における リジュ一厶機能 と3 次元モ一 ドにおける リジュ一厶機能を独立に実

現できる。

[0025] また、好ま しくは、前回前記記録モー ド設定部で設定された記録モー ドを

示す情報 を記憶する記憶部 と、前記記録モー ド設定部が設定する記録モー ド



を選択するために用いる選択画面を生成する画面生成部と、をさらに備え、

前記画面生成部は、前記記憶部で記憶されている情報に基づいて、現在設定

されている2 次元モ一 ドまたは3 次元モ一 ドにおいて前記記録モ一 ド設定部

が設定できる記録モー ドのうちいずれかを強調表示する。

[0026] このようにすれば、記憶部に記憶される記録モー ドを基に、現在設定され

ている2 次元モ一 ドまたは3 次元モ一 ドにおいて設定できる記録モ一 ドのい

ずれかが強調表示されている画面をユーザに提示することができる。これに

より、ユーザの操作性を向上させることができる。

[0027] また、好ましくは、前記記録モー ド設定部が設定する記録モー ドを選択す

るために用いる選択画面を生成する画面生成部をさらに備え、前記画面生成

部は、前記変換モー ド設定部が 3 次元モー ドを設定 している場合、前記変換

モー ド設定部が 2 次元モー ドを設定 している場合と比較 して前記記録モー ド

設定部で設定できる記録モー ドが制限されていることを示す情報を付加 した

選択画面を生成する。

[0028] このようにすれば、 3 次元モー ドを設定 している場合、ユーザに対 して、

2 次元モ一 ドで設定できる記録モ一 ドのうち、一部の記録モ一 ドが制限され

ていることを視認させることが出来る。これにより、ユーザは、 3 次元モ一

ドを設定 した場合であっても、ユーザの映像信号変換装置の動作に対する違

和感を低減させることが出来る。

[0029] また、好ましくは、前記記録モー ド設定部で設定できる記録モー ドが制限

されていることを示す情報は、前記変換モー ド設定部が 2 次元モー ドを設定

しているときに前記記録モ一 ド設定部で設定できる記録モ一 ドのうち、記録

レ一 卜が低い記録モ一 ドが禁止されていることを示す情報を含む。

[0030] このようにすれば、 3 次元モー ドを設定 している場合、ユーザに対 して、

2 次元モ一 ドで設定できる記録モ一 ドのうち、記録 レ一 卜の低い記録モ一 ド

が制限されていることを視認させることが出来る。これにより、 3 次元モ一

ドを設定 し選択できる記録モー ドが制限されている場合に、記録モー ドが制

限されていることについてュ一ザが誤解するのを低減できる。



[0031 ] また、好ま しくは、前記記録モー ド設定部が設定する記録モー ドを選択す

るために用いる選択画面を生成する画面生成部 をさらに備え、前記画面生成

部は、前記変換モー ド設定部が 3 次元モー ドを設定 している場合、前記記録

モ一 ド設定部で設定できる記録モ一 ドのうち記録 レ一 卜が高い記録モ一 ドを

推奨する情報 を付加 した選択画面を生成する

[0032] このようにすれば、 3 次元モー ドを設定 している場合、ユーザに対 して、

最も記録 レ一 卜の高い記録モー ドを薦めることが出来る。 これにより、ュ 一

ザが最も記録 レー 卜の高い記録モー ドを選択する可能性 を向上させることが

出来る。

[0033] また、好ま しくは、前記記録モー ド設定部が設定する記録モー ドを選択す

るために用いる選択画面を生成する画面生成部 をさらに備え、前記画面生成

部は、前記変換モー ド設定部が 3 次元モー ドを設定 している場合、前記変換

モー ド設定部が 2 次元モー ドを設定 しているときに前記記録モー ド設定部で

設定できる記録モー ドが制限されていることを示す情報 を付加 した選択画面

を生成する。

[0034] このようにすれば、 3 次元モー ドを設定 している場合、ユーザに対 して、

2 次元モ一 ドで設定できる記録モ一 ドのうち、一部の記録モ一 ドが制限され

ていることを視認させることが出来る。 これにより、ユーザは、 3 次元モ一

ドを設定 した場合であっても、ユーザの映像信号変換装置の動作に対する違

和感を低減 させることが出来る。

発明の効果

[0035] 本発明の映像信号変換装置によれば、入カス 卜リー 厶 の変換動作を設定す

る際、 2 D 映像 と、 3 D 映像 とのそれぞれの映像特性 に合 った記録モー ドを

選択可能にすることが出来る。 3 D 映像 においては、 2 D 映像 と比較 して、

ユーザが映像 を視認する際に、 プロックノィズゃモ スキ一 卜ノィズなどの符

号化歪みが画質に対 してより悪い影響 を及ぼす。 3 D 映像の記録時 と 2 D 映

像の記録時において利用できる記録モ一 ドを異な らせることで、 2 D 映像の

記録時には、多様な記録モー ドの利用を可能 と しつつ、 3 D 映像の記録時に



は、 プロックノイズ等が発生 し易い低記録 レ一 卜の記録 モ 一 ドの利用を禁止

することがで きる。 これによ り、 2 D 映像の記録時のユーザの利便性 を保持

しつつ、画質の悪い 3 D 映像の記録 を防止することが可能 となる。 したが つ

て、映像形式の如何 によ らず、 ュ 一 ザが良好に視認で きる映像 を提示可能な

映像信号変換装置 を提供することがで きる。

図面の簡単な説明

[ 図 1] 本実施形態 における レコーダ装置 1 の全体構成 を示す図

[ 図2] 本実施形態 に係 る信号処理部 1 0 4 の構成 を示す図

[ 図3] 本実施形態 に係 る信号処理部 1 0 4 が、録画予約 を行 う場合 に実行する

処理の一例 を示すフローチヤ一 卜

[ 図4] 本実施形態 1 における番組表の一例 を示す図

[ 図5] 本実施形態 1 に係 る信号処理部 1 0 4 が、録画 を行 う場合 に実行する処

理 の 一例 を示す フ ロー チ ヤ一 卜

[ 図6] 本実施形態 1 における画面生成部 2 0 5 が、録画条件の選択肢 を提示す

る予約画面の生成処理の一例 を示すフローチヤ一 卜

[ 図7] 本実施形態 1 における画面生成部 2 0 5 が、録画条件の選択肢 を提示す

る画面の一例 を示す図

[ 図8] 本実施形態 1 における警告メッセージを表示 した予約画面 を示す図

[ 図9] 本実施形態 1 における警告メッセ一ジを表示 した予約画面 を示す図

[ 図 10] 本実施形態 1 における画面生成部 2 0 5 が、予約画面 に警告メッセ一

ジを付加する処理の一例 を示すフローチヤ一 卜

[ 図 11] 本実施形態 1 における画面生成部 2 0 5 が、 3 次元モー ドを設定 して

いる場合 に生成する予約画面の一例 を示す図

[ 図 12] 本実施形態 2 における信号処理部 1 7 0 2 の構成 を示す図

[ 図 13] 本実施形態 2 における記録 モー ドを選択状態 とする処理の一例 を示す

フ ロー チ ヤ一 卜

[ 図 14] 本実施形態 2 におけるカーソル移動の一例 を示す図

[ 図 15] 本実施形態 2 における力一ソル移動の一例 を示す図



[ 図 16] 本実施形態 2 において画面生成部 1 7 0 3 が生成する画面 を示す図

[ 図 17] 本実施形態 2 における力一ソル移動の一例 を示す図

発明を実施するための形態

[0037] (実施形態 1 )

1 — 1 . レコーダ装置 とその周辺装置

以下、本実施形態 1 における レコーダ装置 1 について図面 を参照 しなが ら

説明する。

[0038] 図 1 は、 レコーダ装置 1 の全体構成 を示す図である。図 1 に示すように、

レコーダ装置 1 は、デ ィスプ レイ 2 、 H D D (hard d i sk d r i ve) 装置 4 、 S D

カー ド （secure d i g i t a l card) 5 及び、 アンテナ 6 と接続 される。 レコーダ

装置 1 は、 B D デ ィスク （B Lue-ray Di sに 登録商標） 3 、 H D D 装置 4 、 S

D カー ド5 、及びアンテナ 6 か ら出力される種 々の映像信号 （入カス トリ一

厶、放送波等）を入力する。 そ して、 これ らの信号 を処理 し、デ ィスプ レイ

2 に映像 と して表示する。

[0039] また、 レコーダ装置 1 は、 リモ コ ン装置 7 か ら出力される信号 を受信する

[0040] デ ィスプ レイ 2 は、信号処理部 1 0 4 か ら入力される表示信号 に基づいて

表示画面 を表示する。デ ィスプ レイ 2 は、例 えば、液晶デ イスプ レイで実現

することが可能である。なお、デ ィスプ レイ 2 は、 3 次元映像信号 に基づい

て 3 D 映像 を表示可能な表示デバィスが好 ま しい。

[0041 ] H D D 装置 4 は、映像信号 を蓄積する記録装置である。 H D D 装置 4 は、

例 えば、外付 けハ 一 ドデ ィスク装置で実現で きる。

[0042] S D カー ド5 は、映像信号 を蓄積する記録媒体である。 S D カー ド5 は、

例 えば、 S D カー ド、 メモ リ力一 ド等の半導体記録素子で実現することが出

来 る。

[0043] ア ンテナ 6 は、外部か ら送信 される映像信号の受信 を行 う機能 を有する。

[0044] リモコン装置 7 は、ユーザか らの操作 を受け付 ける操作デバイスである。

リモコン装置 7 は、複数の押下操作可能なボタンを有する。 このボタンがュ



—ザにより操作されることにより、 リモコン装置 7 は信号を生成する。 リモ

コン装置 7 は、生成 した信号を、無線を介 してレコーダ装置 1 に送信する。

これによつて、 レコーダ装置 1 は、ユーザの操作を検知できる。

[0045] 1 - 2 . レコーダ装置

以下、 レコーダ装置 1 の具体的な構成について図面を参照 しながら説明す

る。

[0046] レコーダ装置 1 は、図 1 に示すように、 ドライブ装置 1 0 1 と、入出力ィ

ンタ一フェース部 1 0 2 (以下、 「入出力 I F 部 1 0 2 」という）と、チュ

—ナ 1 0 3 と、信号処理部 1 0 4 と、受信部 1 0 5 と、ノくッファメモリ1 0

6 と、フラッシュメモリ1 0 7 と、を備える。

[0047] ドライブ装置 1 0 1 は、ディスク 卜レイを備え、このディスク 卜レイによ

つて収納された B Dディスク3 から映像信号を読み出す。また、 ドライブ装

置 1 0 1 は、信号処理部 1 0 4 から映像信号が入力される場合、ディスク 卜

レイに収納されるB Dディスク3 にこの映像信号の書込みを行なう。

[0048] 入出力 I F 部 1 0 2 は、 H D D装置 4 及び、 S D カー ド5 との接続を可能

にするインタ一フェースである。入出力 I F 部 1 0 2 は、 H D D装置 4 及び

S D 力一 ド5 と信号処理部 1 0 4 との間で、コン ト口一ル信号や映像信号 （

入カス トリ一厶、符号化ス 卜リ一厶、非圧縮の映像ス 卜リ一厶等）のやり取

りを可能とする。入出力 I F 部 1 0 2 は、 H D D装置 4 または、 S D カー ド

5 から入力 した入力ス トリームを、信号処理部 1 0 4 に送信する。また、入

出力 I F 部 1 0 2 は、信号処理部 1 0 4 から入力 した符号化ス トリームまた

は、非圧縮の映像ス トリームを、 H D D装置 4 または、 S D カー ド5 に送信

する。例えば、入出力 I F 部 1 0 2 は、 H D M I コネクタ、 S D 力一 ドス口

ッ卜、 U S B コネクタ等で実現できる。なお、図 1 では入出力 I F 1 0 2 と

して一つのプロックを図示 したが、 S D 力一 ド5 用の力一 ドスロッ卜とH D

D 4 用のコネクタとを備えるようにしてもよい。要するに、入出力 I F 部 1

0 2 は外部の記録装置とのィンタ一フェースを実現するものであればよい。

[0049] チューナ 1 0 3 は、アンテナ 6 を介 して放送波を受信する。チューナ 1 0



3 は、信号処理部 1 0 4 によって指定された特定の周波数の放送波を復調 し

て生成 した入力ス トリームを信号処理部 1 0 4 に出力する。 これによつて、

信号処理部 1 0 4 は、放送波に含 まれる特定の周波数の映像信号を処理 し、

デ ィスプレイ 2 で表示させることができる。

[0050] 信号処理部 1 0 4 は、 レコーダ装置 1 の各部 を制御する。 さらに、信号処

理部 1 0 4 は、入出力 I F 部 1 0 2 か ら出力された映像信号の復号化機能及

び、符号化機能を有する。信号処理部 1 0 4 は、例えば、 H . 2 6 4 / A V

C 符号化規格 を用いて入カス 卜リームを符号化 し、記録用ス 卜リームと して

記録する。 また、信号処理部 1 0 4 は、入カス トリ一厶を符号化せずに、非

圧縮の記録用ス トリームと して出力する機能を有する。つまり、信号処理部

1 0 4 は入カス 卜リ一厶を記録用ス 卜リ一厶に変換する機能を有する。

[0051 ] また、信号処理部 1 0 4 は、入力ス トリームを 2 D 映像 と して変換する変

換モー ド （以下、 2 次元モー ドと称す） と、入力ス トリームを 3 D 映像 と し

て変換する変換モー ド （以下、 3 次元モー ドと称す） と、 を設定する機能を

有する。信号処理部 1 0 4 は、 2 次元モー ドまたは 3 次元モー ドのいずれか

を、 リモコン装置 7 か らの信号に基づいて設定する構成でも構わない。 また

、信号処理部 1 0 4 は、 2 次元モー ドまたは 3 次元モー ドのいずれかを、入

カス 卜リ一厶のメタ情報 に基づいて設定する構成でも構わない。

[0052] さ らに、信号処理部 1 0 4 は、入力ス トリームを B D デ ィスク 3 、 H D D

装置 4 または、 S D カー ド5 に記録する際の記録モー ドを制御する。記録モ

- ドとは、入カス 卜リームを記録用ス 卜リームに変換する際の目標 とする記

録 レ一 卜である。 ここで、信号処理部 1 0 4 が記録用ス トリームを出力する

場合には、入カス 卜リームをそのままの状態で記録用ス 卜リームと して出力

する場合 と、入力ス トリームを再符号化 して出力する場合 とがある。入カス

卜リームをそのままの状態で記録用ス 卜リームと して出力する場合、記録 レ

— 卜は、入力ス トリームの ビッ トレ一 卜と同 じである （例えば、 2 4 M b p

s など）。入力ス トリームを再符号化 して出力する場合、記録 レ一 卜は、入

カス トリームの ビッ トレ一 卜より低 くなる。



[0053] 信号処理部 1 0 4 は、 2 次元モ一 ド時に設定できる複数の記録モ一 ドを備

える。また、信号処理部 1 0 4 は、 3 次元モー ド時に設定できる複数の記録

モー ドを備える。 2 次元モー ド時に設定できる記録モー ドと、 3 次元モー ド

時に設定できる記録モー ドとは、組み合わせが異なる。例えば、次元モー ド

時に設定できる記録モー ドが 1 6 M b p s 、 8 M b p s 、 3 M b p s および

1 M b p s である場合、 3 次元モー ド時に設定できる記録モー ドは 1 6 M b

p s および 8 M b s となる。

[0054] すなわち、信号処理部 1 0 4 は 2 次元モー ド時において 3 M b p s も 1 M

b p s も設定できる。 しか し、信号処理部 1 0 4 は 3 次元モー ド時において

それらを設定することができない。つまり、信号処理部 1 0 4 は 2 次元モ一

ド時に設定できる記録 レ一 卜のうち低い記録 レ一 卜を3 次元モ一 ドにおいて

設定できない。

[0055] なお、 3 次元モー ドで設定可能な記録 レ一 卜を、必ず しも2 次元モー ドで

も設定可能とする必要はない。例えば、 2 次元モー ドでは 1 6 M b p s 、 8

M b p s 、 3 M b p s および 1 M b p s を設定可能とする。一方、 3 次元モ

- ドでは 1 6 M b p s 、 M b p s および 8 M b p s を設定可能としても

よい。

[0056] このように、 2 次元モー ドの際に設定可能な記録 レ一 卜の組み合わせと3

次元モー ドの際に設定可能な記録 レー 卜の組み合わせとが異なることにより

、 2 次元モ一 ドと3 次元モ一 ドにそれぞれ適 した記録 レ一 卜の設定を容易に

することができる。例えば、上記のように3 次元モー ドで低い記録 レ一 卜の

設定を禁止するようにしたため、 3 次元モ一 ドで記録用ス 卜リームが示す映

像を視聴 した際、映像の歪みを感 じにくくなる。

[0057] なお、信号処理部 1 0 4 は、 3 次元モ一 ドで設定可能な記録モ一 ドにおけ

る記録 レー 卜の平均値が、 2 次元モー ドで選択可能な記録モー ドにおける記

録 レ一 卜の平均値よりも高くなるように、記録モ一 ドを設定する構成にして

も構わない。

[0058] さらに、信号処理部 1 0 4 は、入力ス トリームに各種の映像処理を施 し、



デ ィスプレイ 2 で表示可能な表示信号をデ ィスプレイ 2 に出力する。 また、

信号処理部 1 0 4 は、 レコーダ装置 1 の操作画面を生成 し、デ ィスプレイ 2

に出力する。

[0059] 信号処理部 1 0 4 は、マイクロコンピュータで構成 してもよい し、ハー ド

ワイヤ一 ドな回路で構成 してもよい。

[0060] 受信部 1 0 5 は、 リモコン装置 7 か らの信号を受信 して、信号処理部 1 0

4 に送信するものである。受信部 1 0 5 は、例えば、赤外線センサで実現可

能である。

[0061 ] ノくッファメモ リ 1 0 6 は、入出力 I F 部 1 0 2 で信号処理を施す際のヮ一

クメモ リとして用いられる。チューナ 1 0 3 は、例えば、 D R A M で実現可

能である。

[0062] フラッシュメモ リ 1 0 7 は、 レコ一ダ装置 1 0 4 が実行するプログラム等

を記憶 したものである。 また、 フラッシュメモ リ 1 0 7 は、前回に信号処理

部 1 0 4 が設定 した記録モー ドを保持する。 フラ ッシ ュメモ リ 1 0 7 は、前

回、 2 次元モー ド時に設定 した記録モー ドおよび、前回、 3 次元モー ドの設

定時に選択 した記録モー ドを記憶する。

[0063] - - . 信号処理部

次に、信号処理部 1 0 4 の具体的な構成について図面を参照 しなが ら説明

する。以下、説明の便宜上、信号処理部 1 0 4 において、入力ス トリームの

映像形式に基づいて変換モ一 ドを 2 次元モ一 ド、 または 3 次元モ一 ドに設定

する構成を説明する。つまり、信号処理部 1 0 4 は、入力ス トリームが 3 D

映像である場合、 3 次元モー ドに設定する。 また、信号処理部 1 0 4 は、入

カス 卜リームが 2 D 映像である場合、 2 次元モ一 ドを設定する。

[0064] 図 2 は、本実施形態に係る信号処理部 1 0 4 の構成を示す図である。

[0065] 図 2 に示すように、信号処理部 1 0 4 は、 3 D 映像判定部 2 0 1 と、復号

部 2 0 2 と、符号化部 2 0 3 と、制御部 2 0 4 と、画面生成部 2 0 5 を備え

る。なお、図 2 は、便宜上、チューナ 1 0 3 か らの入力ス トリームを処理す

る場合の例を示 したものである。 したがって、 3 D 映像判定部 2 0 ゃ復号



部 2 0 2 に入力される信号は、チューナ 1 0 3 で受信 して復調 した信号であ

る。ここで、 3 D映像判定部 2 0 1 や復号部 2 0 2 に入力される信号は入出

力 I F 部 1 0 2 や ドライブ装置 1 0 1 からの信号であっても構わない。

[0066] 3 D映像判定部 2 0 1 は、入力ス トリ一厶が示す映像が 3 D映像であるか

2 D映像であるかを判定する機能を有する。 3 D映像判定部 2 0 は、判定

結果を制御部 2 0 4 に通知する。 3 D映像判定部 2 0 における具体的な判

定方法については後述する。

[0067] 復号部 2 0 2 は、制御部 2 0 4 の制御情報に基づいて入カス トリ一厶を復

号 して復号映像信号を生成する。例えば、復号部 2 0 2 は、制御部 2 0 4 か

ら2 次元モー ドを示す制御情報が通知された場合、入カス 卜リ一厶を2 次元

モー ドで復号 し、 2 次元の復号映像信号を出力する。また、復号部 2 0 2 は

、制御部 2 0 4 から3 次元モー ドを示す制御情報が通知された場合、入カス

トリ一厶を3 次元モー ドで復号 し、 3 次元の復号映像信号を出力する。なお

、復号部 2 0 2 は ドライブ装置 1 0 1 から入力される入カス 卜リ一厶を復号

し、復号映像信号を生成 してもよい。復号部 2 0 2 は、復号映像信号を符号

化部 2 0 3 および画面生成部 2 0 5 に出力する。

[0068] 符号化部 2 0 3 は、制御部 2 0 4 の制御情報に基づいて復号部が生成 した

復号映像信号を圧縮符号化する。例えば、符号化部 2 0 3 は、制御部 2 0 4

から2 次元モ一 ドを示す制御情報が通知された場合、入カス 卜リ一厶を2 D

映像として符号化を行う。また、符号化部 2 0 3 は、制御部 2 0 4 から3 次

元モ一 ドを示す制御情報が通知された場合、入カス 卜リ一厶を3 D映像とし

て符号化を行う。この場合、符号化部 2 0 3 は、制御部 2 0 4 から通知され

る制御情報が示す記録モー ドで符号化を行う。符号化部 2 0 3 は、符号化 し

て得 られる符号化映像を、 ドライプ装置 1 0 1 および画面生成部 2 0 5 に出

力する。

[0069] 制御部 2 0 4 は、信号処理部 1 0 4 全体の動作を制御する。制御部 2 0 4

は、 3 D映像判定部 2 0 からの通知を基に、変換モ一 ドを2 次元モ一 ドま

たは3 次元モー ドに設定する。例えば、制御部 2 0 4 は、 3 D映像判定部 2



0 か ら入カス 卜リームが 2 D 映像である旨の通知 を受けた場合、変換 モ一

ドを 2 次元モー ドに設定する。 また、制御部 2 0 4 は、 3 D 映像判定部 2 0

か ら入カス 卜リームが 3 D 映像である旨の通知 を受けた場合、変換 モ一 ド

を 3 次元モー ドに設定する。制御部 2 0 4 は、変換 モー ドを設定 した場合、

設定 した変換 モ一 ドを示す制御情報 を復号部 2 0 2 及び、符号化部 2 0 3 に

通知する。なお、制御部 2 0 4 は、受信部 1 0 5 か ら 2 次元モー ドまたは 3

次元モー ドの設定指示 を受けた場合、 その指示 に したが って変換 モー ドを設

定する。

[0070] また、制御部 2 0 4 は、 2 次元モー ドの設定指示 を受けた場合、 2 次元モ

- ドでュ一ザが選択で きる記録 モ一 ドを設定する。例 えば制御部 2 0 4 は、

記録 レ一 卜が 1 6 M b p s 、 8 M b p s 、 3 M b p s または 1 M b p s であ

る記録 モ一 ドを 2 次元モ一 ドでュ一ザが選択で きる記録 モ一 ドと して設定す

る。制御部 2 0 4 は、 3 次元モー ドの設定指示 を受けた場合、 3 次元モー ド

でユーザが選択で きる記録 モー ドを設定する。例 えば制御部 2 0 4 は、記録

レ一 卜が 1 6 M b p s 、 または 1 2 M b p s である記録 モ一 ドを 3 次元モ一

ドで選択で きる記録 モ一 ドと して設定する。

[0071 ] 制御部 2 0 4 は、 リモコン装置 7 か ら受信部 1 0 5 を介 して入力 した信号

を基 に、入カス 卜リ一厶を変換する際の記録 モ一 ドに関する信号 を符号化部

2 0 3 に出力する。例 えば、 3 次元モ一 ドが設定され、記録 レ一 卜が 1 6 M

b s の記録 モ一 ドが選択状態である場合 を考 える。 この場合、 リモコン装

置 7 か らの信号 を受信部 1 0 5 を介 して受信すると、制御部 2 0 4 は選択状

態の記録 モー ドに関する信号 を符号化部 2 0 3 に出力する。 また、制御部 2

0 4 は、 3 次元モー ド時において設定可能な記録 モー ドを、記録 レ一 卜が 1

6 M b p s の記録 モー ドに設定 しているとする。 この場合、制御部 2 0 4 は

1 6 M b p s 以外の記録 モー ドは選択状態 とで きるが、設定することがで き

ない。 ここで、記録 モー ドの選択状態 とは、ュ一ザが特定の記録 モー ドを選

択 している状態 を示す。 また、記録 モー ドの設定 とは、制御部 2 0 4 が以降

の動作 において特定の記録 モ一 ドを設定することを示す。



[0072] また、制御部 2 0 4 は選択状態にある記録モー ドに関する信号を画面生成

部 2 0 5 に出力する。

[0073] 画面生成部 2 0 5 は、制御部 2 0 4 からの制御情報に基づいてディスプレ

ィ 2 に表示する画面を生成する。また、画面生成部 2 0 5 は、制御部 2 0 4

からの制御情報に基づいて、生成する画面で選択状態とする記録モー ドを設

定する。さらに、画面生成部 2 0 5 は、フラッシュメモリ1 0 7 に記憶され

た前回に選択 した記録モー ドを用いて、生成する画面で選択状態とする記録

モ一 ドを設定する。

[0074] - 3 . 信号処理部の動作

次に、信号処理部 1 0 4 が行う入カス 卜リ一厶の記録動作について図面を

参照 しながら説明する。なお、説明の便宜上、信号処理部 1 0 4 は、チュ一

ナ 1 0 3 を介 して放送波が受信 し、それを処理 して B Dディスク3 に記録す

るとする。

[0075] 図 3 は、本実施形態に係る信号処理部 1 0 4 が、録画予約を行う場合に実

行する処理の一例を示すフローチヤ一 卜である。なお、ステップS 3 0 1、

ステップS 3 0 4 、ステップS 3 0 8 はユーザがリモコン装置 7 を操作 して

実施する処理ステップであり、ステップS 3 0 2 、ステップS 3 0 3 、ステ

ップS 3 0 5 、ステップS 3 0 6 、ステップS 3 0 7 、ステップS 3 0 9 、

ステップS 3 0 はレコーダ装置 1 が実施する処理ステップである。

[0076] - 3 - . 録画予約動作

リモコン装置 7 は、ュ一ザの操作を受け付け、番組表を表示する信号 （以

下、表示信号と称す）をレコーダ装置 1 の受信部 1 0 5 へ送信する （ステツ

プS 3 0 1 ) 。このとき、 リモコン装置 7 は、ユーザによって、 「番組表」

ボタンが押下操作される。

[0077] 次に、画面生成部 2 0 5 は、 リモコン装置 7 からの表示信号を受信部 1 0

5 及び、制御部 2 0 4 を経由して受信する （ステップS 3 0 2 )

[0078] そ して、画面生成部 2 0 5 は、受信 した表示信号に従って、番組表の画面

を生成する （ステップS 3 0 3 ) 。このとき、ディスプレイ 2 には、図4 に



示す番組表が表示される。

[0079] 次 に、 この画面を表示 したデ ィスプレイ 2 を見なが ら、ユーザは特定の番

組を録画予約する。ュ一ザは リモコン装置 7 を操作 し、画面に表示される力

—ソルを用いて番組を指定する。 このとき、ユーザは、 リモコン装置 7 の決

定ボタンを押下操作する。 リモコン装置 7 は、決定ボタンが押下操作される

と、選択信号を受信部 1 0 5 へ送信する （ステ ップS 3 0 4 ) 。

[0080] 3 D 映像判定部 2 0 と画面生成部 2 0 5 は、受信部 1 0 5 及び制御部 2

0 4 を経由 して選択信号を受信する （ステ ップS 3 0 5 ) 。

[0081 ] 次 に、 3 D 映像判定部 2 0 は、チューナ 1 0 3 で放送波を受信 して得た

番組情報を解析 し、録画予約を行 う番組が 3 D 映像の番組であるか、 2 D 映

像の番組であるかを判断する （ステ ップS 3 0 6 ) 。 ここで、番組情報には

、入力ス トリームが 3 D 映像の番組であることを示す情報 （以下、 3 D情報

と称す）または、 2 D 映像の番組であることを示す情報 （以下、 2 D情報 と

称す）が含まれている。 この 2 D情報 または 3 D情報は、番組 ごとに付加さ

れるメタ情報である。番組情報 としては、例えば E P G ( E l e c t r o n

1 c P o g a m G u i d e リなどがある。

[0082] 画面生成部 2 0 5 は、制御部 2 0 4 を経由 して 3 D 映像判定部 2 0 1 か ら

得た情報及び選択信号に基づいて、選択信号に係る番組情報 と、録画条件の

選択肢を提示する予約画面 とを生成する （ステ ップS 3 0 7 ) 。 ここで、録

画条件には、録画時刻、記録モー ドなど、ュ一ザによって選択可能な情報 ま

たは、指定 した番組に関連する情報が含まれる。ステ ツブステ ツプS 3 0 7

の詳細な動作については後述する。

[0083] 次 に、 この画面を見なが ら、ユーザは リモコン装置 7 を用いて録画条件を

決定する。ユーザは リモコン装置 7 を操作 し、予約画面に表示される力一ソ

ルを用いて録画条件を指定する。 このとき、ユーザは、 リモコン装置 7 の決

定ボタンを押下操作する。 リモコン装置 7 は、決定ボタンが押下操作される

と、選択信号を受信部 1 0 5 へ送信する （ステ ップS 3 0 8 ) 。

[0084] 制御部 2 0 4 は、 リモコン装置 7 か ら送信される選択信号を、受信部 1 0



5 を経由 して受信する （ステ ップS 3 0 9 ) 。

[0085] 制御部 2 0 4 は、受信 した選択信号に基づ く録画条件をフラッシュメモ リ

1 0 7 に記録 保持する （ステ ツプS 3 1 0 ) 。

[0086] 1 - 3 - 2 . 録画動作

次に、信号処理部 1 0 4 が、録画予約された番組を録画する場合に実行す

る処理の一例について、図面を参照 しなが ら説明する。

[0087] 図 5 は、本実施形態に係る信号処理部 1 0 4 が、録画を行 う場合に実行す

る処理の一例を示すフローチヤ一 卜である。

[0088] まず、制御部 2 0 4 は、 フラッシュメモ リ 1 0 7 に言己録 保持された録画

条件を監視 し、現在時刻が録画時刻になるまで待機する （ステ ップS 3 1

) 。現在時刻が録画時刻になった場合、ステ ップS 3 2 に移行する。現在

時刻が録画時刻前の場合、制御部 2 0 4 は、そのまま待機する。

[0089] 現在時刻が録画時刻になると、制御部 2 0 4 は、復号部 2 0 2 に録画開始

信号を出力する。 また、制御部 2 0 4 は、符号化部 2 0 3 に録画条件に関す

る信号を出力する （ステ ップS 3 ) 。

[0090] そ して、復号部 2 0 2 は、制御部 2 0 4 か ら録画開始信号を受け取ると、

チューナ 1 0 3 で放送波を受信 して得た入カス トリ一厶を復号 し、生成 した

復号画像を符号化部 2 0 3 に出力する （ステ ップS 3 1 3 ) 。

[0091 ] 符号化部 2 0 3 は、復号部 2 0 2 が出力 した復号映像信号を、制御部 2 0

4 か ら受け取 った録画条件に基づいて圧縮符号化する （ステ ップS 3 4 )

[0092] そ して、符号化部 2 0 3 は、得 られた符号化ス トリームを H D D装置 4 、

B D デ ィスク 3 、 S D カー ド5 のいずれかに記録する （ステ ップS 3 1 3 )

。なお、符号化ス トリームを H D D装置 4 、 B D デ ィスク 3 、 S D カー ド5

のいずれに記録するかについては、 リモコン装置 7 を介 してユーザが選択す

ることができる。 また、符号化部 2 0 3 は、復号映像信号を符号化せずに記

録する録画条件を受けとつた場合、当該復号映像信号をそのままH D D装置

4 、 B D デ ィスク 3 または、 S D カー ド5 に記録する。



- 3 - 4 . 記録モ一 ドの制限

[0093] 次に、ステツプS 3 0 7 が実行する詳細な処理の一例について図面を参照

しながら説明する。

[0094] 図 6 は、画面生成部 2 0 5 が、録画条件の選択肢を提示する予約画面の生

成処理の一例を示すフローチヤ一 卜である。

[0095] また、図 7 は、画面生成部 2 0 5 が、録画条件の選択肢を提示する画面の

—例を示す図である。ここで、図 7 ( a ) は、 3 D映像判定部 2 0 1 が 2 D

映像の番組と判断 した場合に、画面生成部 2 0 5 が生成する予約画面の一例

を示す図である。また、図 7 ( b ) 、図 7 ( c ) は、 3 D映像判定部 2 0 1

が 3 D映像の番組と判断 した場合に、画面生成部 2 0 5 が生成する予約画面

の一例を示す図である。

[0096] まず、制御部 2 0 4 は、 3 D映像判定部 2 0 から得た情報に基づいて現

在受信 している番組のモ一 ドが 2 次元モ一 ドか 3 次元モ一 ドかを判定する （

ステップS 4 0 1 ) 。 3 次元モー ドと判定 した場合、ステップS 4 0 2 に移

行する。一方、 2 次元モー ドと判定 した場合、ステップS 4 0 3 に移行する

。なお、制御部 2 0 4 は、受信部 1 0 5 からの信号に基づいて 2 次元モ一 ド

または3 次元モー ドを設定 してもよい。この場合、ユーザからの信号に基づ

いて 2 つのモ一 ドを設定することが出来る。

[0097] 2 次元モー ドと判定 した場合 （ステップS 4 0 で N o の場合）、制御部

2 0 4 は、特定の記録モー ドを設定可能とする。そして、画面生成部 2 0 5

は、この記録モー ドを基に例えば図 7 ( a ) に示す予約画面を生成する。こ

の場合、図 7 ( a ) に示すように2 次元モー ド時に制御部 2 0 4 が設定でき

る複数の記録モー ドが表示される （ステップS 4 0 3 ) 。図 7 ( a ) に示す

予約画面は、第 1 の記録モ一 ドから第4 の記録モ一 ドが設定可能となってい

る。この場合、第 1 の記録モー ドに、最も高い目標記録 レ一 卜が設定されて

いる。さらに、第 1 の記録モー ドから第4 の記録モー ドになるにつれ、目標

記録 レ一 卜が低 くなる。つまり、第4 の記録 レ一 卜が最も目標記録 レ一 卜が

低い。なお、画面生成部 2 0 5 はユーザが前回に2 次元モー ド時に設定 した



記録モー ドを強調表示 した画面を生成 してもよい。この場合、画面生成部 2

0 5 は、フラッシュメモリ1 0 7 に記憶される記録モー ドのうち、前回の 2

次元モー ド時に設定 した記録モー ドを選択状態とする。そして、画面生成部

2 0 5 は選択状態である記録モ一 ドが強調表示された予約画面を生成する。

[0098] —方、 3 次元モー ドと判定 した場合 （ステップS 4 0 1 でY e s の場合）

、制御部 2 0 4 は、特定の記録モー ドのみを設定可能な状態とする。例えば

、制御部 2 0 4 は 2 次元モ一 ドで設定可能な記録モ一 ドのうち一部の記録モ

— ドを設定可能とする。そして、画面生成部 2 0 5 は例えば図 7 ( b ) に示

す予約画面を生成する。この場合、図 7 ( b ) に示すように3 次元モー ドで

設定可能な記録モー ドのみが表示される （ステップS 4 0 2 ) 。図 7 ( a )

と、図 7 ( b ) に示すように、 2 次元モー ドと3 次元モー ドとでは、設定可

能な記録モー ドの組み合わせが異なる。要するに、図 7 ( b ) の場合、 2 次

元モ一 ドで設定可能な記録モ一 ドのうち、一部の記録モ一 ドが視認不可能に

表示される。つまり、ユーザは、第 3 の記録モー ドと、第4 の記録モー ドと

、を、予約画面上で視認することができない。そのため、ユーザは第 3 の記

録モー ドと、第4 の記録モー ドを選択することができない。なお、画面生成

部 2 0 5 はユーザが前回に3 次元モ一 ド時に設定 した記録モ一 ドを強調表示

した画面を生成 してもよい。この場合、画面生成部 2 0 5 は、フラッシュメ

モリ1 0 7 に記憶される記録モー ドのうち、前回の 3 次元モー ド時に設定 し

た記録モ一 ドを選択状態とする。そして、画面生成部 2 0 5 は選択状態であ

る記録モ一 ドが強調表示された画面を生成する。

[0099] なお、画面生成部 2 0 5 は、図 7 ( c ) に示すような予約画面を生成 して

も構わない。図 7 ( c ) の予約画面では、 2 次元モー ドで設定可能な記録モ

- ドのうち、一部の記録モ一 ドが設定できないことを示す態様で表示される

。この場合、ユーザは、第 3 の記録モー ドと、第4 の記録モー ドとを予約画

面上で視認することができる。 しか し、ユーザは、第 3 の記録モー ドと第4

の記録モー ドとを設定することができない。なお、図 7 ( c ) では、第 3 の

記録モー ドと第4 の記録モー ドとは色を変えて表示される。これにより、ュ



—ザは、第 3 の記録 モ一 ドと第 4 の記録 モ一 ドとが設定不可能 と理解で きる

。 さ らに、図 7 ( c ) は、設定不可能な記録 モー ドに力一ソルが位置する場

合、例 えば 「3 D 映像の番組 を録画する場合、選択 された記録 モー ドを使 う

ことはで きません。」 という警告メッセージM 1 がポ ップアップ表示 される

。 ここで、表示 される警告メッセージM 1 は、 力一ソルで強調表示 される記

録 モー ドは設定不可能な ことを示すメッセージとなる。

[01 00] こ こで、 3 次元 モ ー ドの とき、画面生成部 2 0 5 は、記録 レ一 卜が低 い記

録 モー ドのみが選択で きないように予約画面 を生成 してもよい。例 えば、画

面生成部 2 0 5 は、第 4 の記録 モ一 ドのみが選択不可能な予約画面 を生成す

る。

[01 0 1 ] また、図 7 ( c ) に示すように、画面生成部 2 0 5 は、記録 レ一 卜の低 い

ものか ら所定数の記録 モー ドが選択で きないように予約画面 を生成 しても構

わない。 さ らに、画面生成部 2 0 5 は、記録 レ一 卜が最 も高い記録 モ 一 ドを

除いた記録 モー ドを選択で きないように予約画面 を生成 しても構わない。例

えば、画面生成部 2 0 5 は、第 1 の記録 モー ド以外の記録 モー ドが選択で き

ないように予約画面 を生成する。

[01 02] なお、 3 D 映像の番組 を リモコン装置 7 か らの信号等 に基づいて 2 D モ一

ドで録画可能なように構成 してもよい。

[01 03] 1 — 3 — 5 . 警告 メッセージの表示

1 — 3 — 5 — 1 . 予約画面上の警告メッセージ

以下、 3 次元モ一 ドにおいて設定不可能な記録 モ一 ドに力一ソルが位置 し

た場合 における予約画面 について図面 を参照 しなが ら説明する。以下、説明

の便宜上、 3 次元モー ド時について説明するが、 2 次元モー ドでも同様の動

作 を実現で きる。

[01 04] 画面生成部 2 0 5 は、 3 次元モー ドを設定 している場合、設定不可能な記

録 モ ー ドに 力一ソルが位置 した場合、警告メッセ一ジを付 した画面 を生成す

る。要するに、ュ一ザが設定不可能な記録 モー ドを選択 した場合、画面生成

部 2 0 5 は警告メッセージをデ ィスプ レイ 2 に表示 させる。



[01 05] 図 8 は、警告メッセージを表示 した予約画面 を示す図である。

[01 06] 図 8 ( a ) に示すように、 3 次元モー ドが設定されている場合、予約画面

上の力一ソルは、第 2 の記録 モー ドに配置する。 この とき、第 2 の記録 モ一

ドか ら、第 4 の記録 モー ドに力一ソル を移動 した とする。 その とき、画面生

成部 2 0 5 は、図 8 ( b ) に示すように、第 4 の記録 モー ドが設定不可能な

ことを示す、例 えば 「3 D 映像の番組 を録画する場合、選択 された記録 モ一

ドを使 うことはで きません。」 という警告メッセージM 2 が付加 された予約

画面 を生成する。

[01 07] また、画面生成部 2 0 5 は、図 9 に示すような警告メッセージを付加 した

予約画面 を生成 しても構わない。図 9 に示すように、画面生成部 2 0 5 は、

2 次元モー ドで設定可能な記録 モー ドの うち、一部の記録 モー ドが制限され

ていることを示す、例 えば 「記録 モー ドが制限されています。」 という警告

メッセージM 3 を予約画面 に付加する。

[01 08] 警告メッセージは、最 も目標記録 レ一 卜の高い記録 モー ドを推奨すること

を示す、例 えば 「第 1 の記録 モー ドを推奨 します。」 というメッセージでも

よい。

[01 09] または、警告メッセージは、 2 次元モー ドで選択可能な記録 モー ドの うち

、低 レ一 卜の記録 モー ドが制限されていることを示す、例 えば 「低 レ一 卜の

記録 モー ドが禁止されています。」 というメッセージでもよい。

[01 10 ] - 3 - 5 - 2 . 警告メッセージの付加動作

以下、画面生成部 2 0 5 が予約画面 に警告メッセージを付加する動作 につ

いて、図面 を参照 しなが ら説明する。

[01 11] 図 1 0 は、画面生成部 2 0 5 が、予約画面 に警告メッセージを付加する処

理の一例 を示すフローチヤ一 卜である。図 1 1 は、 3 次元モー ドが設定され

ている場合 に画面生成部 2 0 5 が生成する予約画面の一例 を示す図である。

[01 12] 画面生成部 2 0 5 は、 まず、図 7 ( a ) に示す画面 を生成する。 この場合

、画面生成部 2 0 5 は、図 7 ( a ) に示す複数の記録 モー ドのいずれかに力

—ソル を配置 し、強調表示する （ステ ップ S 6 0 1 ) 。



[01 13] 次 に、制御部 2 0 4 は、 3 D 映像判定部 2 0 か ら得た情報 に基づいて、

動作 モ ー ドを、 2 次元 モ ー ドまたは 3 次元 モ ー ドに設定する。 さ らに、 ュ 一

ザがカー ソル を合わせた記録 モ ー ドが現在設定で きる記録 モ ー ドか否かを判

定する （ステ ップ S 6 0 2 ) 。 3 次元 モー ドかつ、選択不可能な記録 モー ド

である場合 （ステ ップ S 6 0 2 で N o の場合）、 ステ ップ S 6 0 3 に移行す

る。一方、 それ以外の場合、 ステ ップ S 6 0 4 に移行する。

[01 14] ステ ップ S 6 0 2 において、 3 次元モー ド、かつ設定不可能な記録 モー ド

である場合 （ステ ップ S 6 0 2 で Y e s の場合）、画面生成部 2 0 5 は図 1

のように例 えば 「3 D 映像の番組 を録画する場合は、第 1 の記録 モ 一 ド、

も しくは第 2 の記録 モー ドによる録画 を推奨 します。」 という警告メッセ一

ジM 4 を表示 した上で、予約画面 を生成する （ステ ップ S 6 0 3 ) 。 ステ ツ

プ S 6 0 2 において N o である場合、画面生成部 2 0 5 は警告メッセージを

表示せずに、録画画面 を生成する （ステ ップ S 6 0 4 ) 。

[01 15] なお、 2 次元 モ ー ド設定時に設定で きない記録 モ ー ドが強調表示 される場

合、画面生成部 2 0 5 は警告メッセージを付 した画面 を生成する構成 に して

も構わない。

[01 16] - 4 . まとめ

本実施形態 1 における レコ一ダ装置 1 は、入カス トリ一厶を処理 して記録

用ス 卜リームに変換する際の変換 モ 一 ドを、入カス 卜リームを 2 次元の記録

用ス 卜リームに変換する 2 次元 モ 一 ドと、入カス 卜リームを 3 次元の記録用

ス 卜リー ム に変換する 3 次元 モ 一 ドと、のいずれかに設定する制御部 2 0 4

と、前記 2 次元 モ 一 ドと前記 3 次元 モ 一 ドのそれぞれにおいて前記映像信号

を変換処理する際に使用可能な、記録 レー トを特定する少な くとも一つの記

録 モ一 ドを設定する制御部 2 0 4 と、設定された変換 モ一 ド及び設定された

記録 モ ー ドに基づいて前記映像信号 を処理 して記録用映像信号 に変換する信

号処理部 1 0 4 と、 を備 え、制御部 2 0 4 は、 2 次元 モ ー ドを設定 している

時に設定で きる記録 モ 一 ドの組み合わせ と 3 次元 モ 一 ドを設定 している時に

設定で きる記録 モ 一 ドの組み合わせ とが異なるように記録 モ 一 ドを設定する



[01 17] このようにすれば、 レコーダ装置 1 は、 3 次元モー ドに設定されていると

きと、 2 次元モー ドに設定されているときとで、ユーザに対 して、組み合わ

せの異なる記録 モー ドを提示で きる。 これによ り、入力ス トリームの変換動

作 を設定する際、 2 D 映像 と 3 D 映像 とのそれぞれの映像特性 に合 った記録

モー ドを設定可能 にすることが出来 る。 3 D 映像 においては、 2 D 映像 と比

較 して、ユーザが映像 を視認する際に、 プロックノィズゃモスキ一 卜ノイズ

な どの符号化歪みが画質に対 してよ り悪い影響 を及ぼす。 3 D 映像の記録時

と 2 D 映像の記録時において利用で きる記録 モ一 ドを異な らせることで、 2

D 映像の記録時には、多様な記録 モー ドの利用を可能 と しつつ、 3 D 映像の

記録時には、 プロックノィズ等が発生 し易い低記録 レ一 卜の記録 モ一 ドの利

用を禁止することがで きる。 これによ り、 2 D 映像の記録時のユーザの利便

性 を保持 しつつ、画質の悪い 3 D 映像の記録 を防止することが可能 となる。

したが って、映像形式の如何 によ らず、ュ一ザが良好に視認で きる映像 を提

示する レコーダ装置 1 を提供することがで きる。

[01 18] また、好 ま しくは、制御部 2 0 4 は、 3 次元モー ドにおいて、 2 次元モ一

ドで設定で きる記録 モ一 ドの うち、少な くとも記録 レ一 卜が最 も低 い記録 モ

- ドの設定を禁止する。

[01 19] このようにすれば、 3 次元モー ドが設定されている場合、ユーザは、 2 次

元モ一 ドで選択可能な記録 モ一 ドの うち、少な くとも記録 レ一 卜が最 も低 い

記録 モー ドを選択することがで きない。 これによ り、ユーザが映像 を視認す

る際における、 プロックノイズやモスキ一 卜ノィズな どの符号化歪みによる

影響 を確実 に少な くすることがで きる。 したが って、ユーザが 3 次元モー ド

でいずれの選択可能な記録 モ一 ドを設定 した場合であ っても、記録用ス 卜リ

- 厶の最低画質を保証で きる。

[01 20] また、好 ま しくは、制御部 2 0 4 は、 3 次元モー ドにおいて、 2 次元モ一

ドで設定で きる記録 モ一 ドの うち、記録 レ一 卜が最 も高い記録 モ一 ド以外の

記録 モ一 ドを少な くとも 1 つ以上禁止する。



[01 2 1 ] このようにすれば、 3 次元モー ドが設定されている場合、ユーザは、必ず

記録 レ一 卜が最 も高い記録 モー ドを選択することが出来 る。 これによ り、 3

次元モ一 ドで得 られる記録用ス 卜リームの最高画質を保証で きる。

[01 22] また、好 ま しくは、 2 次元モー ドにおいて前回制御部 2 0 4 が設定 した記

録 モ一 ドを示す情報 と、 3 次元モ一 ドにおいて前回制御部 2 0 4 が設定 した

記録 モ ー ドを示す情報 と、 を記憶するフ ラ ッシ ュ メ モ リ 1 0 7 を備 える。

[01 23] このようにすれば、 2 次元モー ドおよび 3 次元モー ドにおいて前回に設定

した記録 モー ドを示す情報 を記憶することがで きる。 これによ り、 2 次元モ

- ドにおける リジュ一厶機能 と 3 次元モ一 ドにおける リジュ一厶機能 を独立

に実現で きる

[01 24] また、好 ま しくは、制御部 2 0 4 は、少な くとも前記 フラッシュメモ リ 1

0 7 で記憶 されている情報 に基づいて信号処理部 1 0 4 が変換処理する際の

記録 モー ドを設定 しょうとする動作モー ドを、有する。

[01 25] このようにすれば、前回に設定 した記録 モー ドを現在の 2 次元モー ドおよ

び 3 次元モー ドにおいて設定することがで きる。 これによ り、 2 次元モー ド

における リジュ一厶機能 と 3 次元モ一 ドにおける リジュ一厶機能 を独立 に実

現で きる。

[01 26] また、好 ま しくは、制御部 2 0 4 が設定する記録 モー ドを選択するために

用いる選択画面 を生成する画面生成部 2 0 5 をさ らに備 え、画面生成部 2 0

5 は、制御部 2 0 4 が 3 次元モー ドを設定 している場合、制御部 2 0 4 が 2

次元モー ドを設定 している場合 と比較 して制御部 2 0 4 で設定で きる記録 モ

- ドが制限されていることを示す情報 を付加 した選択画面 を生成する。

[01 27] このようにすれば、 3 次元モー ドを設定 している場合、ユーザに対 して、

2 次元モ一 ドで設定で きる記録 モ一 ドの うち、一部の記録 モ一 ドが制限され

ていることを視認 させることが出来 る。 これによ り、ユーザは、 3 次元モ一

ドを設定 した場合であ つても、ユーザの レコ一ダ装置の動作 に対する違和感

を低減 させることが出来 る。

[01 28] また、好 ま しくは、制御部 2 0 4 で設定で きる記録 モー ドが制限されてい



ることを示す情報 は、制御部 2 0 4 が 2 次元モ一 ドを設定 しているときに制

御部 2 0 4 で設定で きる記録 モ一 ドの うち、記録 レ一 卜が低 い記録 モ一 ドが

禁止されていることを示す情報 を含む。

[01 29] このようにすれば、 3 次元モー ドを設定 している場合、ユーザに対 して、

2 次元 モ 一 ドで設定で きる記録 モ 一 ドの うち、記録 レ一 卜の低 い記録 モ 一 ド

が制限されていることを視認 させることが出来 る。 これによ り、 3 次元モ一

ドを設定 し選択で きる記録 モー ドが制限されている場合 に、記録 モー ドが制

限されていることについてュ 一 ザが誤解するのを低減で きる。

[01 30] また、好 ま しくは、制御部 2 0 4 が設定する記録 モー ドを選択するために

用いる選択画面 を生成する画面生成部 2 0 5 をさ らに備 え、画面生成部 2 0

5 は、制御部 2 0 4 が 3 次元モー ドを設定 している場合、御部 2 0 4 で設定

で きる記録 モ 一 ドの うち記録 レ一 卜が高い記録 モ 一 ドを推奨する情報 を付加

した選択画面 を生成する。

[01 3 1 ] このようにすれば、 3 次元モー ドを設定 している場合、ユーザに対 して、

最 も記録 レ一 卜の高い記録 モ ー ドを薦めることが出来 る。 これによ り、 ュ 一

ザが最 も記録 レー 卜の高い記録 モー ドを選択する可能性 を向上 させることが

出来 る。

[01 32] また、好 ま しくは、制御部 2 0 4 が設定する記録 モー ドを選択するために

用いる選択画面 を生成する画面生成部 2 0 5 をさ らに備 え、画面生成部 2 0

5 は、制御部 2 0 4 が 3 次元モー ドを設定 している場合、制御部 2 0 4 が 2

次元モ一 ドを設定 しているときに制御部 2 0 4 で設定で きる記録 モ一 ドが制

限されていることを示す情報 を付加 した選択画面 を生成する。

[01 33] このようにすれば、 3 次元モー ドを設定 している場合、ユーザに対 して、

2 次元モ一 ドで設定で きる記録 モ一 ドの うち、一部の記録 モ一 ドが制限され

ていることを視認 させることが出来 る。 これによ り、ユーザは、 3 次元モ一

ドを設定 した場合であ つても、ユーザの レコ一ダ装置の動作 に対する違和感

を低減 させることが出来 る。

[01 34] (実施形態 2 )



実施形態 1 において、 フラッシュメモ リ 1 0 7 が、前回の 2 次元モー ド時

に設定 した記録 モ一 ドを記憶する構成 を説明 した。 さ らにフラッシュメモ リ

1 0 7 は、前回の 3 次元モ一 ド時に設定 した記録 モ一 ドを記憶する構成 を説

明 した。 また、画面生成部 2 0 5 が、複数の記録 モー ドの うち特定の記録 モ

— ドを選択状態 とすることを説明 した。 さ らに、 3 次元モー ドが設定された

場合、画面生成部 2 0 5 が フラッシュメモ リ 1 0 7 に記憶 される前回の 3 次

元モ一 ド時に設定 した記録 モ一 ドを選択状態 とする構成 を説明 した。 さ らに

、 次元モ一 ドが設定された場合、画面生成部 2 0 5 が フラッシュメモ リ 1

0 7 に記憶 される前回の 2 次元モー ド時に設定 した記録 モー ドを選択状態 と

する構成 を説明 した。 そ して、画面生成部 2 0 5 は選択状態 と している記録

モー ドを強調表示 した予約画面 を生成する構成 を説明 した。

[01 35] しか し、 レコーダ装置 1 が前回の 2 次元モー ド時に設定 した記録 モー ドと

、前回の 3 次元モー ド時に設定 した記録 モー ドと、 をそれぞれ記憶するフラ

ッシュメモ リ 1 0 7 を有するとは限 らない。つまり、 フラッシュメモ リ 1 0

7 は、 1 つの記録 モー ドしか記憶で きないことが考 え られる。

[01 36] このような構成では、前回に設定 した記録 モー ドが、現在設定 している 2

次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて設定で きないことがある。 この場合

、画面生成部 2 0 5 が前回に設定 した記録 モー ドを選択状態 と し、 当該記録

モ一 ドを強調表示 した予約画面 を生成する動作では、ュ一ザの操作性が悪 く

なる。例 えば、選択で きない記録 モー ドを選択状態 と しても、ユーザはその

位置か らカーソル を移動 させなければな らず、操作性が悪 くなる。

[01 37] そ こで、本実施形態 2 では、上記の課題 に対 して、現在設定 している 2 次

元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて設定可能な記録 モ一 ドを容易に選択可

能 とする レコーダ装置 を提供することを目的 とする。

[01 38] 本実施形態 2 における レコ一ダ装置は、本実施形態 1 における レコ一ダ装

置 1 と比較 して、 フラッシュメモ リ 1 0 7 および画面生成部 2 0 5 の動作が

異なる。以下、 フラッシュメモ リ 1 0 7 および画面生成部 2 0 5 との違いに

ついて詳細 に説明する。なお、 フラッシュメモ リ 1 0 7 および画面生成部 2



0 5 以外の構成については、本実施形態 1 におけるレコーダ装置 1 の動作 と

同 じである。そのため、本実施形態 2 における各構成には、本実施形態 1 と

同 じ番号を付 し、その詳細な説明を省略する。

[01 39] 2 - . レコーダ装置 とその周辺装置

以下、本実施形態 2 におけるレコーダ装置について図面を参照 しなが ら説

明する。

[0140] 図 1 2 は、本実施形態 2 における信号処理部 1 7 0 2 の構成を示す図であ

る。なお、本実施形態 1 と同様の構成については、その説明を省略 し、同 じ

番号を付す。

[0141 ] 本実施形態 2 におけるレコーダ装置は、実施形態 1 の レコーダ装置 1 と比

較 して新たにフラッシュメモ リ 1 7 0 1 を備える。

[0142] フラッシュメモ リ 1 7 0 1 は、信号処理部 1 7 0 2 が実行するプログラム

等を記憶 している。 また、 フラッシュメモ リ 1 7 0 1 は、前回に信号処理部

7 0 2 が設定 した記録モ一 ドを保持する。 フラッシュメモ リ 1 7 0 1 は、

実施形態 1 のフラッシュメモ リ 1 0 7 とは異な り、 3 次元モー ドおよび 2 次

元モ一 ドの区別な く前回に設定 した記録モ一 ドを 1 つ記憶する。

[0143] 信号処理部 1 7 0 2 は、実施形態 1 の信号処理部 1 0 4 が有する機能を備

える。信号処理部 1 7 0 2 は、 フラッシュメモ リ 1 0 7 に記憶される前回に

選択 した記録モー ドを基に、選択状態 とする記録モー ドを設定する機能を有

する。 この機能は、現在設定 している 2 次元モー ドまたは 3 次元モー ドでは

フラッシュメモ リ 1 7 0 1 に記憶されている記録モ一 ドが選択不可能である

場合、選択不可能な記録モー ド以外の記録モー ドを選択状態 とする機能であ

る。特に、信号処理部 1 7 0 2 は新たに画面生成部 1 7 0 3 を有する。

[0144] 2 - - . 画面生成部

次に、画面生成部 1 7 0 3 の具体的な構成について図面を参照 しなが ら説

明する。

[0145] 画面生成部 1 7 0 3 は、制御部 2 0 4 の制御情報に基づいてデ ィスプレイ

2 に表示する画面を生成する。 また、画面生成部 2 0 5 は、制御部 2 0 4 か



らの制御情報に基づいて、生成する画面で選択状態とする記録モ一 ドを設定

する。さらに、画面生成部 1 7 0 3 は、フラッシュメモリ1 7 0 1 に記憶さ

れる前回に設定 した記録モー ドを用いて、生成する画面で選択状態とする記

録モー ドを設定する。また、画面生成部 1 7 0 3 は、選択状態に設定 した記

録モ一 ドを強調表示 した画面を生成する。

[0146] 2 - 2 . 画面生成部の動作

2 - 2 - . 選択状態と設定する際の動作

以下、画面生成部 1 7 0 3 の具体的な動作について図面を参照 しながら説

明する。

[0147] 図 1 3 は、記録モー ドを選択状態とする処理の一例を示すフローチヤ一 卜

である。

[0148] まず、制御部 2 0 4 は、 3 D映像判定部 2 0 から得た情報に基づいて現

在受信 している番組のモ一 ドが 2 次元モ一 ドか3 次元モ一 ドかを判定する （

ステップS 1 8 0 1 ) 。 3 次元モ一 ドと判定 した場合 （ステップS 8 0

のY e s の場合）、ステップS 1 8 0 2 に移行する。一方、 2 次元モー ドと

判定 した場合 （ステツプS 1 8 0 1 でN o の場合）、ステップS 1 8 0 3 に

移行する。なお、制御部 2 0 4 は、受信部 1 0 5 からの信号に基づいて 2 次

元モー ドまたは3 次元モー ドを設定 してもよい。この場合、ユーザからの信

号に基づいて 2 つのモ一 ドを設定することが出来る。

[0149] ステップS 8 0 において、 2 次元モー ドと判定 した場合 （ステップS

8 0 でN o の場合）、制御部 2 0 4 は、特定の記録モ一 ドを設定可能と

する （ステップS 1 8 0 3 ) 。例えば、制御部 2 0 4 は、目標記録 レ一 卜が

1 6 M b p s 、 8 M b p s 、 3 M b p s および 1 M b p s に対応する記録モ

— ドを設定可能とする。これより、ユーザはこの 1 6 M b p s から1 M b p

s に対応する4 種類の記録モ一 ドを選択できる。

[01 50] —方、ステップS 1 8 0 1 において、 3 次元モー ドと判定 した場合 （ステ

ップS 1 8 0 1 でY e s の場合）、制御部 2 0 4 は、 2 次元モ一 ドとは組み

合わせの異なる特定の記録モー ドを設定可能とする （S 1 8 0 2 ) 。具体的に



は制御部 2 0 4 は 2 次元モ一 ドで設定可能な記録 モ一 ドの うち一部の記録 モ

— ドまたは新たな記録 モ 一 ドを設定可能 とする。例 えば、制御部 2 0 4 は、

目標記録 レ一 卜が 1 6 M b p s 、 M b s および 8 M b s に対応する

記録 モー ドを設定可能 とする。 これによ り、ユーザはこの 1 6 M b p s か ら

8 M b p s に対応する 3 種類の記録 モ ー ドを選択で きる。

[01 5 1 ] 次 に、画面生成部 1 7 0 3 は、 フラッシュメモ リ 1 7 0 1 に記憶 されてい

る前回に設定 した記録 モ ー ドの読出 しを行 う （ステ ップ S 1 8 0 4 ) 。

[01 52] そ して、画面生成部 1 7 0 3 は、読み出 した記録 モ 一 ドが、現在設定可能

な記録 モ ー ドに含 まれるか否かを判定する （ステ ップ S 1 8 0 5 ) 。読み出

した記録 モ ー ドが現在設定可能な記録 モ ー ドに含 まれる場合、 ステ ツプ S

8 0 6 に移行する。読み出 した記録 モ ー ドが現在設定可能な記録 モ ー ドに含

まれない場合、 ステ ップ S 1 8 0 7 に移行する。例 えば、読み出 した記録 モ

- ドに対応する目標記録 レ一 卜が 1 6 M b s であ り、かつ 目標記録 レ一 卜が

1 6 M b p s 、 M b s および 8 M b s に対応する記録 モ 一 ドが設定

可能である場合、 ステ ップ S 1 8 0 6 に移行する。一方、読み出 した記録 モ

- ドに対応する目標記録 レ一 卜が 1 M b s であ り、かつ 目標記録 レー トが 1

6 M b p s 、 M b s および 8 M b s に対応する記録 モ 一 ドが設定可

能である場合、 ステ ップ S 1 8 0 7 に移行する。

[01 53] ステ ップ S 1 8 0 5 において Y e s の場合、画面生成部 1 7 0 3 は読 出 し

た記録 モ ー ドを選択状態 に設定する （ステ ップ S 1 8 0 6 ) 。選択状態 とは

、ユーザが力一ソル によ り特定の記録 モー ドを選択 している状態である。 そ

して、 この図 1 3 に示すフローチヤ一 卜による処理 を終 了する。例 えば、 目

標記録 レ一 卜が 1 6 M b s に対応する記録 モ 一 ドを読み出 した場合、画面生

成部 1 7 0 3 は この記録 モ 一 ドを選択状態 と設定する。

[01 54] —方、 ステ ツプ S 1 8 0 5 において N o の場合、画面生成部 1 7 0 3 は設

定可能な記録 モ 一 ドのいずれかの記録 モ 一 ドを選択状態 とする （ステ ップ S

8 0 7 ) 。 そ して、 この図 1 3 に示すフローチヤ一 卜による処理 を終 了す

る。例 えば、画面生成部 1 7 0 3 は現在設定可能な記録 モ ー ドの うち、最 も



記録 レ一 卜の高い記録 モ 一 ドを選択状態 と設定する。

[01 55] なお、 ステ ップ S 1 8 0 6 において、現在設定可能な記録 モ ー ドの うち、

読み出 した記録 モ一 ド以外の記録 モ一 ドを選択状態 とする構成 に してもよい

。例 えば、読み出 した記録 モ 一 ドに対応する目標記録 レ一 卜が 1 6 M b s で

あ り、かつ 目標記録 レ一 卜が 1 6 M b p s 、 M b s および 8 M b s

に対応する記録 モー ドが選択可能 に設定されている場合、画面生成部 1 7 0

3 は 1 2 M b p s または 8 M b s に対応する記録 モ一 ドを選択状態 と して

もよい。

[01 56] なお、 ステ ップ S 1 8 0 7 において、画面生成部 1 7 0 3 は現在設定可能

な記録 モ 一 ドの うち、最 も記録 レ一 卜の低 い記録 モ 一 ドを選択状態 と しても

よい。 また、画面生成部 1 7 0 3 は、読出 した記録 モ一 ドの 目標記録 レ一 卜

に一番近い記録 レ一 卜に対応する記録 モ 一 ドを選択状態 に してもよい。 この

場合、ユーザは自然 に以前 に録画 した映像信号の画質に近い映像信号 を録画

で きる。

[01 57] 2 - 2 - 2 . 画面生成部 によ り生成 される画面

以下、画面生成部 1 7 0 3 が生成する画面 について図面 を参照 しなが ら説

明する。

[01 58] 画面生成部 1 7 0 3 は、 2 _ 2 _ 1 に記載 した動作 に基づ き、選択状態の

記録 モー ドが強調表示 された画面 を生成する。具体的には、画面生成部 1 7

0 3 は、選択状態の記録 モー ドに力一ソルが位置する画面 を生成する。

[01 59] 以下、画面生成部 1 7 0 3 が生成する画面 について、以下の 4 つの遷移パ

ター ンについて説明をする。

[01 60] ( ) 現在 の設定が 3 次元モー ドであ り、前回に設定 した記録 モー ドが設

定可能である場合。

[01 6 1 ] ( 2 ) 現在の設定が 3 次元モー ドであ り、前回に設定 した記録 モー ドが設

定不可能である場合。

[01 62] ( 3 ) 現在の設定が 2 次元モー ドであ り、前回に設定 した記録 モー ドが設

定可能である場合。



[01 63] ( 4 ) 現在 の設定が 2 次元 モ ー ドであ り、前回に設定 した記録 モ ー ドが設

定不可能である場合。

[01 64] 以下、説明の便宜上、制御部 2 0 4 が 2 次元モー ドにおいて、第 1 の記録

モ ー ド、 第 2 の記録 モ ー ド、 第 3 の記録 モ ー ドおよび第 4 の記録 モ ー ドを設

定可能な場合 を考 える。 また、制御部 2 0 4 は 3 次元 モ ー ドに おいて、第 1

の記録 モ ー ドおよび第 2 の記録 モ ー ドを設定可能な場合 を考 える。なお、上

記の構成 に限定されるものではな く、 3 次元モ一 ドで設定で きる記録 モ一 ド

は、 2 次元 モ 一 ドで設定で きる記録 モ 一 ドと組み合わせが異なればよい。

[01 65] 2 — 2 — 2 — 1 . パ ター ン （1 ) に関 して

現在の設定が 3 次元 モ ー ドであ り、前回に設定 した記録 モ ー ドが設定可能

である場合 について説明する。

[01 66] 図 1 4 は、 カーソル移動の一例 を示す図である。

[01 67] 図 1 4 ( a ) は、前回の予約動作 において、ユーザが 2 次元 モ ー ドを設定

し、 さ らに第 2 の記録 モ ー ドを設定 した ことを示す図である。 この場合、 フ

ラッシュメモ リ 1 7 0 1 には第 2 の記録 モ一 ドが記憶 される。

[01 68] 図 1 4 ( b ) は、 図 1 4 ( a ) の状態か ら3 次元 モ ー ドを設定 した場合 に

、画面生成部 1 7 0 3 が生成する画面 を示す図である。

[01 69] 図 1 4 ( a ) に示すように、 2 次元 モ ー ドが設定されている場合、予約画

面上の力一ソル位置は、第 2 の記録 モー ドに位置する。 この とき、 2 次元モ

— ドか ら3 次元モー ドに設定変更すると、 力一ソルの位置は、図 1 4 ( b )

に示す位置 になる。つまり、 力一ソル位置は、前回に設定 した第 2 の記録 モ

— ドの位置 となる。なお、 （1 ) において、画面生成部 1 7 0 3 は 3 次元 モ

- ドで設定可能な記録 モ 一 ドの うち、最 も目標記録 レ一 卜の高い記録 モ 一 ド

に力一ソルが位置する画面 を生成 してもよい。

[01 70] なお、制御部 2 0 4 が設定する記録 モー ドの組合せは上記の構成 に限定さ

れず、他の組み合わせでも構わない。

[01 7 1 ] 2 - 2 - 2 - 2 . パ ター ン （2 ) に関 して

現在の設定が 3 次元 モ ー ドであ り、前回に設定 した記録 モ ー ドが設定可能



不可能である場合 について説明する。

[01 72] 図 1 5 は、 カーソル移動の一例 を示す図である。

[01 73] 図 1 5 ( a ) は、前回の予約動作 において、ユーザが 2 次元モー ドを設定

し、第 3 の記録 モー ドを設定 した ことを示す図である。 この場合、 フラッシ

ュメモ リ 1 7 0 1 には第 3 の記録 モ一 ドが記憶 される。

[01 74] 図 1 5 ( b ) は、 図 1 5 ( a ) の状態か ら3 次元モー ドを設定 した場合 に

、画面生成部 1 7 0 3 が生成する画面 を示す図である。

[01 75] 図 1 5 ( a ) に示すように、 2 次元モー ドが設定されている場合、予約画

面上の力一ソル位置は、第 3 の記録 モー ドに位置する。 この とき、 2 次元モ

— ドか ら3 次元モー ドに設定変更すると、 力一ソルの位置は、図 1 4 ( b )

に示す位置 になる。つまり、 力一ソル位置は、 フラッシュメモ リ 1 7 0 1 に

記憶する記録 モ一 ドとは異なる第 2 の記録 モ一 ドの位置 となる。つまり、画

面生成部 1 7 0 3 は 3 次元モー ドで設定可能な記録 モー ドの うち最 も目標記

録 レ一 卜の低 い記録 モー ドに力一ソルが位置する画面 を生成する。なお、 （

2 ) において、画面生成部 1 7 0 3 は 3 次元モ一 ドで設定可能な記録 モ一 ド

の うち、最 も目標記録 レ一 卜の高い記録 モ一 ドに力一ソルが位置する画面 を

生成 してもよい。

[01 76] また、画面生成部 1 7 0 3 は、 図 1 6 に示すように、図 1 5 ( b ) とは異

な り、第 3 の記録 モ一 ドおよび第 4 の記録 モ一 ドを表示する画面 を生成 して

も構わない。 この場合、第 3 の記録 モー ドおよび第 4 の記録 モー ドの色 を薄

く表示 し、設定不可能であることを表現する。 また この場合、第 3 の記録 モ

— ドおよび第 4 の記録 モー ドの才 ブジェク 卜を網掛 けで表示 し、設定不可能

であることを表現 しても構わない。要するに、ユーザが画面 に表示 される才

プジェク 卜を視認 した際、設定不可能であると認識で きる態様であればどの

ような形式でも構わない。

[01 77] 2 - 2 - 2 - 3 . パ ター ン （3 ) に関 して

現在の設定が 2 次元モー ドであ り、前回に設定 した記録 モー ドが設定可能

である場合 について説明する。



[01 78] この場合、画面生成部 1 7 0 3 は、 2 次元モー ドで設定可能な記録 モー ド

の うち任意の記録 モー ドに力一ソルが位置する画面 を生成する。なお、好 ま

しくは前回に設定 した記録 モー ドに力一ソルが位置する画面 を生成する。

[01 79] 2 - 2 - 2 - 4 . パ ター ン （4 ) に関 して

現在の設定が 2 次元モー ドであ り、前回に設定 した記録 モー ドが設定不可

能である場合 について説明する。

[01 80] 図 1 7 は、 カーソル移動の一例 を示す図である。

[01 8 1 ] 図 1 7 ( a ) は、前回の予約動作 において、ユーザが 3 次元モー ドを設定

し、 さ らに第 5 の記録 モー ドを設定 した ことを示す図である。 この場合、 フ

ラッシュメモ リ 1 7 0 1 には この第 5 の記録 モー ドが記憶 される。

[01 82] 図 1 7 ( b ) は、 図 1 7 ( a ) の状態か ら 2 次元モー ドを設定 した場合、

画面生成部 1 7 0 3 が生成する画面 を示す図である。

[01 83] 図 1 7 ( a ) に示すように、 3 次元モー ドが設定されている場合、予約画

面上の力一ソル位置は、第 5 の記録 モー ドに位置する。 この とき、 3 次元モ

— ドか ら 2 次元モー ドに設定変更すると、 力一ソルの位置は、図 1 7 ( b )

に示す位置 になる。つまり、 力一ソル位置は、 フラッシュメモ リ 1 7 0 1 に

記憶する記録 モ一 ドとは異なる第 1 の記録 モ一 ドの位置 となる。つまり、画

面生成部 1 7 0 3 は 2 次元モー ドで設定可能な記録 モー ドの うち最 も目標記

録 レ一 卜の高い記録 モー ドに力一ソルが位置する画面 を生成する。なお、 （

2 ) において、画面生成部 1 7 0 3 は 2 次元モ一 ドで設定可能な記録 モ一 ド

の うち、最 も目標記録 レ一 卜の低 い記録 モ一 ドに力一ソルが位置する画面 を

生成 してもよい。 また、画面生成部 1 7 0 3 は、 フラッシュメモ リ 1 7 0 1

に記憶 される記録 モ一 ドの 目標記録 レ一 卜に近い目標記録 レ一 卜を有する記

録 モー ドに力一ソルが位置する画面 を生成 しても構わない。

[01 84] 2 - 3 . まとめ

上記の レコーダ装置は、本実施形態 1 の レコーダ装置 1 が有する構成要素

と異な り、前回前記制御部 2 0 4 が設定 した記録 モー ドを示す情報 を記憶す

るフラッシュメモ リ 1 7 0 1 と、 を備 え、前記制御部 2 0 4 は、少な くとも



前記 フラッシュメモ リ 1 7 0 1 で記憶 されている情報 に基づいて前記信号処

理部 1 0 4 が変換処理する際の記録 モー ドを設定 しょうとする動作モー ドを

、有 し、前記動作モー ドにおいて、前記 フラッシュメモ リ 1 7 0 1 で記憶 さ

れている情報が示す記録 モ一 ドが、前記制御部 2 0 4 が設定 している 2 次元

モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて設定で きない記録 モ一 ドである場合、前

記 フラッシュメモ リ 1 7 0 1 で記憶 されている情報が示す記録 モ一 ドに替え

て他の記録 モー ドを設定する。

[01 85] このようにすれば、前回に設定 した記憶 モー ドを記憶することがで きる。

そ して、記録 した記録 モ一 ドを用いて記録 モ一 ドを設定することがで きる。

さ らに、前回の記録 モ一 ドが現在設定 している 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ

- ドにおいて設定で きない場合でも、前回の記録 モ一 ドに替えて他の記録 モ

— ドを設定することがで きる。 これによ り、ユーザの操作性 を向上 させるこ

とが出来 る。

[01 86] また、好 ま しくは、前記制御部 2 0 4 は、前記他の記録 モ一 ドと して、前

記制御部 2 0 4 が設定 している 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて設

定で きる記録 モ一 ドの うちいずれかの記録 モ一 ドを設定する。

[01 87] このようにすれば、本実施形態 2 の レコーダ装置は、 2 次元モー ドまたは

3 次元モ一 ドを設定 した際、現在設定 している 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ

— ドで設定で きる記録 モー ドを自動的に設定で きる。 これによ り、ユーザは

、常に現在のモー ドで設定で きる記録 モ一 ドか ら操作 を開始 または設定する

ことがで きる。

[01 88] また、好 ま しくは、前記制御部 2 0 4 は、前記他の記録 モ一 ドと して、前

記制御部 2 0 4 が設定 している 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて設

定で きる記録 モ 一 ドの うち記録 レ一 卜が最 も低 い記録 モ 一 ドを設定する。

[01 89] このようにすれば、 2 次元モー ドまたは 3 次元モー ドを設定 した際、設定

した 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて設定で きる記録 モ一 ドの うち

記録 レ一 卜が最 も低 い記録 モー ドを自動的に設定で きる。 これによ り、ュ一

ザは常に設定 した 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドで設定で きる記録 モ一 ド



の うち記録 レー 卜が最 も低 い記録 モ ー ドか ら操作 を開始 または設定すること

がで きる。

[01 90] また、好 ま しくは、前記制御部 2 0 4 は、前記他の記録 モ一 ドと して、前

記制御部 2 0 4 が設定 している 2 次元 モ 一 ドまたは 3 次元 モ 一 ドにおいて設

定で きる記録 モ 一 ドの うち記録 レ一 卜が最 も高い記録 モ 一 ドを設定する。

[01 9 1 ] このようにすれば、 2 次元 モ ー ドまたは 3 次元 モ ー ドを設定 した際、設定

した 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて設定で きる記録 モ一 ドの うち

記録 レ一 卜が最 も高い記録 モ ー ドを自動的に設定で きる。 これによ り、 ュ 一

ザは常に設定 した 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドで設定で きる記録 モ一 ド

の うち記録 レ一 卜が最 も高い記録 モ 一 ドか ら操作 を開始 または設定すること

がで きる。

[01 92] また、好 ま しくは、前回前記制御部 2 0 4 で設定された記録 モ ー ドを示す

情報 を記憶するフラッシュメモ リ 1 7 0 1 と、前記制御部 2 0 4 が設定する

記録 モー ドを選択するために用いる選択画面 を生成する画面生成部 1 7 0 3

と、 を備 え、前記画面生成部 1 7 0 3 は、前記 フラッシュメモ リ 1 7 0 1 で

記憶 されている情報 に基づいて、現在設定されている 2 次元モ一 ドまたは 3

次元 モ 一 ドにおいて前記制御部 2 0 4 が設定で きる記録 モ 一 ドの うちいずれ

かを強調表示する。

[01 93] このようにすれば、記憶部 に記憶 される記録 モ ー ドを基 に、現在設定され

ている 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて設定で きる記録 モ一 ドのい

ずれかが強調表示 されている画面 をユーザに提示することがで きる。 これに

よ り、ユーザの操作性 を向上 させることがで きる。

[01 94] ( その他の実施形態）

以上、実施形態 1 、 2 の形態 について説明 したが、本発明はこれに限定さ

れるものではない。

[01 95] 実施形態 1 ， 2 においては、 ビデオ レコーダの放送波 を受信 して得 られた

番組情報 に したが って、 3 次元 モ 一 ドであるか、 2 次元 モ 一 ドの設定を した

。 しか し、入カス トリ一厶を復号 した時に得 られる、入力ス トリームのへ ッ



ダ情報な どの符号化情報 に基づいて設定 してもよい。 また、左 目用の画像デ

—夕と、右 目用の画像データについてマ ッチ ング処理 を実行 し、得 られた相

関度 に基づいて、設定 してもよい。 また、 リモコン装置 7 を用いてユーザが

指定する構成 に してもよい。 この場合、 リモコン装置 7 は 3 次元モー ドボタ

ンおよび 2 次元モ一 ドボタンを備 える。

[01 96] また、実施形態 1 ， 2 においては、 2 次元モー ド時に設定で きる記録 モ一

ドと、 3 次元モー ド時に設定で きる記録 モー ドで、組み合わせが異なる場合

について説明 した。 しか し、 2 次元モー ド時に設定で きる記録 モー ドと、 3

次元モ一 ド時に設定で きる記録 モ一 ドの組み合わせを同 じに した上で、 3 次

元モー ドで、かつ記録 レ一 卜が低 い記録 モー ドを選択する場合 に、例 えば、

図 1 1 に示すような警告メッセージを表示 してもよい。 この場合、警告メッ

セージは表示 されるが、 3 次元モ一 ド時に設定で きる記録 モ一 ドは 2 次元モ

- ドと同 じであるため、 3 次元モ一 ド時に選択不可能 になる記録 モ一 ドは存

在 しない。 しか し、警告メッセージを表示することによ り、記録 レ一 卜の高

い記録 モー ドをュ一ザが選択する可能性 を高めることがで きる。

[01 97] また、実施形態 1、 2 においては、ポ ップアップな どの表示方法 を用いて

、警告メッセージを表示 した。 しか し、 これ らに限定されるものではな く、

メッセージを伝 えることがで きれば、他の表示方法であ ってもよい。例 えば

、音声 ガイダンスを用いて警告メッセージを伝 える構成でも構わない。

[01 98] また、実施形態 1 ， 2 においては、画面 を生成 してデ ィスプ レイに表示す

ることによってュ一ザに番組情報や録画条件 を提示 した。 しか し、音声な ど

を用いて提示 してもよい。

[01 99] また、実施形態 1 において、図 7 ( a ) に示す 2 次元モー ドの予約画面で

記録 モ一 ドの選択操作が行われている途中で、ユーザによ りリモコン装置 7

に対 して 3 次元モー ドへの変更操作が行われた場合、図 7 ( b ) に示す 3 次

元モー ドの予約画面 を表示するように してもよい。 また、図 7 ( b ) に示す

3 次元モ一 ドの予約画面で記録 モ一 ドの選択操作が行われている途中で、ュ

—ザによ りリモコン装置 7 に対 して 2 次元モ一 ドへの変更操作が行われた場



合、図 7 ( a ) に示す 2 次元モー ドの予約画面を表示するように してもよい

[0200] また、 レコーダ装置において、 3 D安全モー ドを設け、 3 D安全モー ドが

オンの場合に、本実施形態における動作を実施させ、 3 D安全モー ドがオフ

の場合は、 3 D 映像 と 2 D 映像で選択できる記録モ一 ドを区別 しないという

構成に してもよい。

[0201 ] また、実施形態 1 ， 2 においては、本発明をレコーダ装置に適用 した場合

を説明 した。 しか し、本発明は、 3 D 映像 と 2 D 映像の両方を撮影できるビ

デ才カメラやデジタルカメラにも適用可能である。なお、 この場合、 3 D 映

像を撮影するモー ドか、 2 D 映像を撮影するモー ドかによつて、 3 次元モ一

ドと、 2 次元モー ドの設定が出来る。

[0202] なお、本発明は、映像信号変換装置が具備する各手段を各ステ ップとする

映像信号変換方法や、映像信号変換装置が具備する各手段を備える映像信号

変換集積回路、および映像信号変換方法を実現することができる映像信号変

換 プログラムに適用することも可能である。

[0203] この映像信号変換 プログラムは、 C D _ R O M ( C o m p a c t D i s

c - R e a d O n l y M e m o r y ) 等の記録媒体やインタ一ネッ ト等

の通信ネッ 卜ワークを介 して流通させることができる。

[0204] また、映像信号変換集積回路は、典型的な集積回路である L S I と して実

現することができる。 この場合、 L S I は、 1 チ ップで構成 しても良い し、

複数チップで構成 しても良い。例えば、メモ リ以外の機能プロックを 1 チ ッ

プ L S I で構成 しても良い。なお、 ここでは L S I と したが、集積度の違い

により、 I C 、システム L S I 、 スーパ一 L S I またはウル トラ L S I と呼

称されることもある。

[0205] また、集積回路化の手法は L S I に限るものではな く、専用回路 または汎

用プロセッサで実現 してもよい し、 L S I 製造後に、 プログラムすることが

可肯巨な F P G A ( F i e l d P r o g r a m m a b l e G a t e A r

r a y ) や、 L S I 内部の回路セルの接続や設定を再構成可能な リコンフィ



ギユラプル プロセ ッサ一を利用 してもよい。

[0206] さ らに、半導体技術の進歩 または派生する別技術 によりL S I に置 き換わ

る集積回路化の技術が登場すれば、当然、その技術 を用いて機能 プロックの

集積化を行 ってもよい。例えば、バイオ技術の適応等がその可能性 と して有

り得 ると考 え られる。

[0207] また、集積回路化に際 し、各機能 プロックのうち、データを格納するュニ

ッ 卜だけを 1 チ ップ化構成 に取 り込 まず、別構成 と しても良い。

[0208] この映像信号変換装置は、 2 D 映像及び 3 D 映像 を撮像可能な ビデオカメ

ラ、デジタルカメラ等に適用できる。 この場合、 3 D 映像の撮影が 3 D コン

バ一ジ ョンレンズをカメラ本体に取 り付けることにより可能 となる場合、 3

D コンバ一ジ ョンレンズが取 り付けられたことにより記録モ一 ドを 3 次元モ

- ドに設定 し、 3 D コンバージ ョンレンズが取 り付けられていないときは記

録モ一 ドを 2 次元モ一 ドに設定するように してもよい。

産業上の利用可能性

[0209] 本発明に係 る映像信号変換装置は、ユーザが快適に 3 D 映像 を視聴するこ

とができるように、映像信号を圧縮符号化などの処理 を行い、記録用映像信

号に変換することができる。そのため、 この映像信号変換装置は、 ビデオ レ

コーダ、 ビデオカメラ、デジタルカメラ、パーソナル コンピュータ、 カメラ

付 き携帯電話機等に適用できる。

符号の説明

[021 0] 1、 7 0 レコーダ装置

デ ィスプレイ

3 B D デ ィスク

4 H D D装置

5 S D 力一 ド

6 アンテナ

リモコン装置

0 ドライプ装置



入出力 I F 部

チ ュー ナ

信号処理部

受信部

バ ッフ ァメモ リ

、 7 0 フ ラ ッシ ュ メ モ リ

3 D 映像判定部

復号部

符号化部

制御部

、 0 3 画面生成部



請求の範囲

[ 請求項 1] 映像信号 を処理 して記録用映像信号 に変換する際の変換 モー ドを、

前記映像信号 を 2 次元の記録用映像信号 に変換する 2 次元モー ドと、

前記映像信号 を 3 次元の記録用映像信号 に変換する 3 次元モー ドと、

のいずれかに設定する変換 モ一 ド設定部 と、

前記 2 次元モ一 ドと前記 3 次元モ一 ドのそれぞれにおいて前記映像

信号 を変換処理する際に使用可能な、記録 レー トを特定する少な くと

も一つの記録 モ一 ドを設定する記録 モ一 ド設定部 と、

設定された変換 モ一 ド及び設定された記録 モ一 ドに基づいて前記映

像信号 を処理 して記録用映像信号 に変換する変換部 と、

を備 え、

前記記録 モー ド設定部 は、前記変換 モー ド設定部が 2 次元モー ドを

設定 している時に設定で きる記録 モー ドの組み合わせ と前記変換 モ一

ド設定部が 3 次元モ一 ドを設定 している時に設定で きる記録 モ一 ドの

組み合わせ とが異なるように記録 モー ドを設定する、

映像信号変換装置。

[ 請求項2] 前記記録 モー ド設定部 は、前記 3 次元モー ドにおいて、前記 2 次元

モ 一 ドで設定で きる記録 モ 一 ドの うち、少な くとも記録 レ一 卜が最 も

低 い記録 モー ドの設定を禁止する、

請求項 1 に記載の映像信号変換装置。

[ 請求項3] 前 回前記記録 モー ド設定部が設定 した記録 モー ドを示す情報 を記憶

する記憶部 をさ らに備 え、

前記記録 モー ド設定部 は、

少な くとも前記記憶部で記憶 されている情報 に基づいて前記変換

部が変換処理する際の記録 モー ドを設定 しょうとする動作モー ドを、

有 し、

前記動作モ一 ドにおいて、前記記憶部で記憶 されている情報が示

す記録 モ一 ドが、前記変換 モ一 ド設定部が設定 している 2 次元モ一 ド



または 3 次元モ一 ドにおいて設定で きない記録 モ一 ドである場合、前

記記憶部で記憶 されている情報が示す記録 モ ー ドに替えて他の記録 モ

- ドを設定する、

請求項 2 に記載の映像信号変換装置。

前記記録 モー ド設定部 は、前記他の記録 モー ドと して、前記変換 モ

- ド設定部が設定 している 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて

設定で きる記録 モ一 ドの うちいずれかの記録 モ一 ドを設定する、

請求項 3 に記載の映像信号変換装置。

前記記録 モー ド設定部 は、前記他の記録 モー ドと して、前記変換 モ

- ド設定部が設定 している 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて

設定で きる記録 モー ドの うち記録 レー 卜が最 も低 い記録 モー ドを設定

する、

請求項 4 に記載の映像信号変換装置。

前記記録 モー ド設定部 は、前記他の記録 モー ドと して、前記変換 モ

- ド設定部が設定 している 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて

設定で きる記録 モ ー ドの うち記録 レー 卜が最 も高い記録 モ ー ドを設定

する、

請求項 4 に記載の映像信号変換装置。

2 次元モ一 ドにおいて前回前記記録 モ一 ド設定部が設定 した記録 モ

- ドを示す情報 と、 3 次元モ一 ドにおいて前回前記記録 モ一 ド設定部

が設定 した記録 モー ドを示す情報 と、 を記憶する記憶部 と、 を備 える

請求項 1 に記載の映像信号変換装置。

[ 請求項 8] 前記記録 モー ド設定部 は、少な くとも前記記憶部で記憶 されている

情報 に基づいて前記変換部が変換処理する際の記録 モー ドを設定 しよ

うとする動作モー ドを、有する、

請求項 7 に記載の映像信号変換装置。

[ 請求項 9] 前回前記記録 モー ド設定部で設定された記録 モー ドを示す情報 を記



憶する記憶部 と、

前記記録 モー ド設定部が設定する記録 モー ドを選択するために用い

る選択画面 を生成する画面生成部 と、 をさ らに備 え、

前記画面生成部 は、前記記憶部で記憶 されている情報 に基づいて、

現在設定されている 2 次元モ一 ドまたは 3 次元モ一 ドにおいて前記記

録 モ一 ド設定部が設定で きる記録 モー ドの うちいずれかを強調表示す

る、

請求項 1 に記載の映像信号変換装置。

[ 請求項 10 ] 前記記録 モー ド設定部が設定する記録 モー ドを選択するために用い

る選択画面 を生成する画面生成部 をさ らに備 え、

前記画面生成部 は、前記変換 モー ド設定部が 3 次元モー ドを設定 し

ている場合、前記変換 モ一 ド設定部が 2 次元モ一 ドを設定 している場

合 と比較 して前記記録 モー ド設定部で設定で きる記録 モー ドが制限さ

れていることを示す情報 を付加 した選択画面 を生成する、

請求項 1 に記載の映像信号変換装置。

[ 請求項 11] 前記記録 モー ド設定部で設定で きる記録 モー ドが制限されているこ

とを示す情報 は、前記変換 モー ド設定部が 2 次元モー ドを設定 してい

るときに前記記録 モー ド設定部で設定で きる記録 モー ドの うち、記録

レ一 卜が低 い記録 モ 一 ドが禁止されていることを示す情報 を含む、

請求項 1 0 に記載の映像信号変換装置。

[ 請求項 12 ] 前記記録 モー ド設定部が設定する記録 モー ドを選択するために用い

る選択画面 を生成する画面生成部 をさ らに備 え、

前記画面生成部 は、前記変換 モー ド設定部が 3 次元モー ドを設定 し

ている場合、前記記録 モー ド設定部で設定で きる記録 モー ドの うち記

録 レー 卜が高い記録 モ ー ドを推奨する情報 を付加 した選択画面 を生成

する、

請求項 1 に記載の映像信号変換装置。

[ 請求項 13 ] 前記記録 モー ド設定部が設定する記録 モー ドを選択するために用い



る選択画面 を生成する画面生成部 をさ らに備 え、

前記画面生成部 は、前記変換 モー ド設定部が 3 次元モー ドを設定 し

ている場合、前記変換 モ一 ド設定部が 2 次元モ一 ドを設定 していると

きに前記記録 モー ド設定部で設定で きる記録 モー ドが制限されている

ことを示す情報 を付加 した選択画面 を生成する、

請求項 1 に記載の映像信号変換装置。

[ 請求項 14] 映像信号 を処理 して記録用映像信号 に変換する際の変換 モー ドを、

前記映像信号 を 2 次元の記録用映像信号 に変換する 2 次元モー ドと、

前記映像信号 を 3 次元の記録用映像信号 に変換する 3 次元モー ドと、

のいずれかに設定 し、

前記 2 次元モ一 ドと前記 3 次元モ一 ドのそれぞれにおいて前記映像

信号 を変換処理する際に使用可能な、記録 レー トを特定する少な くと

も一つの記録 モ一 ドを設定 し、

設定された変換 モ一 ド及び設定された記録 モ一 ドに基づいて前記映

像信号 を処理 して記録用映像信号 に変換 し、

前記記録 モー ドを設定する際、 2 次元モー ドを設定 している時に設

定で きる記録 モ一 ドの組み合わせ と 3 次元モ一 ドを設定 している時に

設定で きる記録 モー ドの組み合わせ とが異なるように記録 モー ドを設

定する、

映像信号変換方法。
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